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解体工事（１）



基礎・地中梁・地中小梁・耐水版リスト

Ｓ－021

Ｓ－020

Ｓ－019

Ｓ－018

Ｓ－017

Ｓ－016

Ｓ－015

Ｓ－014

Ｓ－013

Ｓ－012

Ｓ－011

Ｓ－010

Ｓ－009

鉄骨伏図

杭伏図、基礎伏図

Ｓ－008

Ｓ－007

Ｓ－006

Ｓ－005

Ｓ－004

Ｓ－003

Ｓ－002

Ｓ－001

Ｂ－104

■図面リスト

図 面 名 称

Ｂ－001

Ｂ－002

Ｂ－003

Ｂ－004

Ｂ－005

Ｂ－006

Ｂ－007

Ｂ－008

Ｂ－009

Ｂ－010

Ｂ－011

Ｂ－012

Ｂ－013

Ｂ－014

図面番号

Ｂ－015

Ｂ－016

Ｂ－017

Ｂ－018

Ｂ－019

Ｂ－020

図 面 名 称図面番号 図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称

Ｂ－022

Ｂ－021

Ｂ－023

Ｂ－024

Ｂ－025

Ｂ－026

Ｂ－027

Ｂ－028

Ｂ－029

Ｂ－030

Ｂ－031

Ｂ－032

Ｂ－033

Ｂ－034

Ｂ－035

Ｂ－036

Ｂ－037

Ｂ－038

Ｂ－039

Ｂ－040

Ｂ－041

Ｂ－042

Ｂ－043

Ｂ－044

Ｂ－045

Ｂ－046

Ｂ－047

Ｂ－048

Ｂ－049

Ｂ－050

Ｂ－051

Ｂ－052

Ｂ－053

Ｂ－054

Ｂ－055

Ｂ－056

Ｂ－057

Ｂ－058

Ｂ－059

Ｂ－060

Ｂ－061

Ｂ－062

Ｂ－063

Ｂ－064

Ｂ－065

Ｂ－066

Ｂ－067

Ｂ－068

Ｂ－069

Ｂ－070

Ｂ－071

Ｂ－072

Ｂ－073

Ｂ－074

Ｂ－075

Ｂ－076

Ｂ－077

Ｂ－078

Ｂ－079

Ｂ－080

Ｂ－081

Ｂ－082

Ｂ－083

Ｂ－084

Ｂ－085

Ｂ－086

Ｂ－087

Ｂ－088

Ｂ－089

Ｂ－090

Ｂ－091

Ｂ－092

Ｂ－093

Ｂ－094

Ｂ－095

Ｂ－096

Ｂ－097

Ｂ－098

Ｂ－099

Ｂ－100

Ｂ－101

Ｂ－102

Ｂ－103

Ｂ－105

Ｂ－106

Ｂ－107

Ｂ－108

Ｂ－109

Ｂ－110

Ｂ－111

Ｂ－112

Ｂ－113

Ｂ－114

Ｂ－115

Ｂ－116

Ｂ－117

Ｂ－118

Ｂ－119

Ｂ－120

Ｂ－121

Ｂ－122

Ｂ－123

Ｂ－124

Ｂ－125

Ｂ－126

Ｂ－127

Ｂ－128

Ｂ－129

Ｂ－130

Ｂ－131

Ｂ－132

Ｂ－133

Ｂ－134

Ｂ－135

Ｂ－136

Ｂ－137

Ｓ－022

Ｓ－023

Ｓ－024

Ｓ－025

Ｓ－026

Ｓ－027

Ｓ－028

Ｓ－029

Ｓ－030

Ｓ－031

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計●工事名 ●図面番号

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759徳島県県土整備部営繕課

管理建築士　　　　　　　　板東　毅●図面名 ●縮尺

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

B-001

NON

階段詳細図－１

階段詳細図－２

階段詳細図－３

階段詳細図－４

階段詳細図－５

各部詳細図

地階展開図（１）

地階展開図（３）

地階展開図（２）

地階展開図（４）

１階展開図（１）

１階展開図（２）

１階展開図（３）

１階展開図（４）

１階展開図（５）

１階展開図（６）

１階展開図（７）

１階展開図（８）

１階展開図（９）

２階展開図（１）

２階小体育室廻り詳細図

２階体育室詳細図

１階平面詳細図－１

１階平面詳細図－２

１階平面詳細図－３

図面リスト－１

鉄骨造部分　床柱梁伏図－１

鉄骨造部分　床柱梁伏図－２

軸組図－１

軸組図－２

軸組図－３

鉄骨造部分　軸組図

Ｓ－032

丈量図、附近見取図

特記仕様書－１

特記仕様書－２

特記仕様書－３

特記仕様書－４

配置図

外壁塗材撤去時仮設計画図

北棟解体時仮設計画図

南棟PH解体時仮設計画図

南棟解体時仮設計画図

地上解体完了時仮設計画図

解体工事完了時仮設計画図

地階面積表

１階面積表

２階面積表

３階面積表

４階面積表

５階面積表

６階面積表

PH1・PH2階 面積表

地階仕上表

１階仕上表

２階仕上表

３階、４階仕上表

６階仕上表

地階平面図

１階平面図

２階平面図

３階平面図

４階平面図

５階平面図

PH2階、PHR階平面図

６階、PH1階平面図

東側立面図

解体後配置図

西側立面図

南側立面図

既存断面図－１

既存断面図－２

既存断面図－３

解体後断面図－１

解体後断面図－２

解体後断面図－３

断面詳細図－５

断面詳細図－１

断面詳細図－２

断面詳細図－３

断面詳細図－４

断面詳細図－６

断面詳細図－７

立面詳細図

北側立面図図面リスト－１

図面リスト－２

３階展開図

４階展開図（１）

４階展開図（２）

４階展開図（３）

４階展開図（４）

２階展開図（６）

２階展開図（７）

５階展開図（１）

５階展開図（２）

５階展開図（３）

６階展開図（１）

６階展開図（２）

６階展開図（３）

６階展開図（４）

便所展開図（１）

便所展開図（２）

地階天井伏図

１階天井伏図

４階天井伏図

５階天井伏図

６階、PH1階、PH2階天井伏図

３階天井伏図

２階天井伏図

２階展開図（２）

２階展開図（３）

２階展開図（４）

２階展開図（５）

地階建具キープラン

１階建具キープラン

２階建具キープラン

３階建具キープラン

４階建具キープラン

５階建具キープラン

６階、PH1階、PH2階建具キープラン

鋼製建具表－１

鋼製建具表－２

鋼製建具表－３

鋼製建具表－４

鋼製建具表－５

鋼製建具表－６

木製建具表－３

既存　地階駐車場接続部分　詳細図

撤去　地階駐車場接続部分　詳細図

改修　地階駐車場接続部分　詳細図

外構図、撤去リスト

外構詳細図

支障物件確認図

鋼製建具表－７

木製建具表－１

木製建具表－２

Ｓ－033

Ｓ－034

Ｓ－035

意匠図（Ｂ・137枚）

５階梁伏図

４階梁伏図

３階梁伏図

２階梁伏図

１階梁伏図

６階、PH階梁伏図

ＰＣ梁リスト

柱リスト－１

柱リスト－２

大梁リスト－１

大梁リスト－２

鉄骨造部分　架構図、軸組図、部材・柱脚・基礎ﾘｽﾄ

鉄骨造部分　部材、柱脚、床版、RC大梁、基礎ﾘｽﾄ

小梁、壁、床リスト

各部、床版配筋図

矩計配筋図－１

矩計配筋図－２

各部配筋図

鉄骨詳細図－１

鉄骨詳細図－２

鉄骨詳細図－３

鉄骨詳細図－４

ＨＷ２０　補強詳細図

ＨＷ３０　補強詳細図

Ｋ型ブレース　補強詳細図

壁ブレース　補強詳細図

家具図 K-1受付カウンター

家具図 K-2ライティングデスク

家具図 K-3PCデスク

家具図 K-4壁面カウンター

家具図 K-5キッチン

家具図 K-6洗面

家具図 K-7カウンター、スタンド照明

Ｓ－036

Ｓ－037

Ｓ－038

補強斜柱壁配置図

補強斜柱詳細図

改修　地階駐車場接続部分　構造図

構造図（Ｓ・38枚）

５階、PH1階、PH2階、防水仕上表

解体工事（１）

Ｂ－138 概略工程表

全図面枚数（371枚）



Ｅ－ 001

Ｅ－ 002

Ｅ－ 003

Ｅ－ 004

Ｅ－ 005

Ｅ－ 006

Ｅ－ 007

Ｅ－ 008

Ｅ－ 009

Ｅ－ 010

■図面リスト

図  面  名  称図面番号 図 面 名  称図面番号 図面番号 図 面 名  称 図面番号 図 面 名  称 図面番号 図 面  名  称

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計●工事名 ●図面番号

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759徳島県県土整備部営繕課

管理建築士　　　　　　　　板東　毅●図面名 ●縮尺

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

NON図面リスト－２

B-002

受 変 電 単 線 結 線 図

非 常 用 自 家 発 電 装 置 仕 様 図 ・ 配 置 図

幹 線 系 統 図 　 （ １ ）

幹 線 系 統 図 　 （ ２ ）

幹 線 系 統 図 　 （ ３ ）

動 力 盤 リ ス ト （ １ ） 　

動 力 盤 リ ス ト （ ２ ） 　

動 力 盤 リ ス ト （ ３ ） 　

動 力 盤 リ ス ト （ ４ ） 　

動 力 制 御 標 準 図

分 電 盤 リ ス ト （ １ ） 　

分 電 盤 リ ス ト （ ２ ） 　

Ｅ－ 011

Ｅ－ 012

Ｅ－ 013

Ｅ－ 014Ｅ－ 014

Ｅ－ 015

Ｅ－ 016Ｅ－ 016

Ｅ－ 017

Ｅ－ 018Ｅ－ 018

Ｅ－ 019

Ｅ－ 020

Ｅ－ 021

Ｅ－ 022

Ｅ－ 023

Ｅ－ 024

Ｅ－ 025Ｅ－ 025

Ｅ－ 026

Ｅ－ 027

Ｅ－ 028Ｅ－ 028

Ｅ－ 029

Ｅ－ 030

Ｅ－ 031

Ｅ－ 032

Ｅ－ 033

Ｅ－ 034

Ｅ－ 035

Ｅ－ 036

Ｅ－ 037

Ｅ－ 038

Ｅ－ 039

Ｅ－ 040

Ｅ－041

Ｅ－042

Ｅ－043

Ｅ－044

Ｅ－045

Ｅ－046

Ｅ－048

Ｅ－047

Ｅ－049

Ｅ－050

Ｅ－051

Ｅ－052

Ｅ－053

Ｅ－054

Ｅ－055

Ｅ－056

Ｅ－057

Ｅ－058

Ｅ－059

Ｅ－060

Ｅ－061

Ｅ－062

Ｅ－063

Ｅ－064

Ｅ－065

Ｅ－066

Ｅ－067

Ｅ－068

Ｅ－069

Ｅ－070

Ｅ－071

Ｅ－072

Ｅ－073

Ｅ－074

Ｅ－075

Ｅ－076

Ｅ－077

Ｅ－078

Ｅ－079

Ｅ－080

Ｅ－081

Ｅ－082

Ｅ－083

Ｅ－084

Ｅ－085

Ｅ－086

Ｅ－087

Ｅ－088

Ｅ－089

Ｅ－090

Ｅ－091

Ｅ－092

Ｅ－093

Ｅ－094

Ｅ－095

Ｅ－096

Ｅ－097

Ｅ－098

Ｅ－099

Ｅ－100

Ｅ－101

Ｅ－102

Ｅ－103

Ｅ－104

Ｅ－105

Ｅ－106

Ｅ－107

Ｅ－108

Ｅ－109

Ｅ－110

Ｅ－111

Ｅ－112

Ｅ－113

Ｅ－114

Ｅ－115

Ｅ－116

Ｅ－117

Ｅ－118

分 電 盤 リ ス ト （ ３ ） 　

分 電 盤 リ ス ト （ ４ ） 　

分 電 盤 リ ス ト （ ５ ） 　

地 階 　 幹 線 ・ 動 力 設 備 図

１ ・ ２ 階 　 幹 線 ・ 動 力 設 備 図

３ ・ ４ 階 　 幹 線 ・ 動 力 設 備 図

５ ・ ６ 階 　 幹 線 ・ 動 力 設 備 図

Ｐ Ｈ 階 　 幹 線 ・ 動 力 設 備 図

厨 房 設 備 図

照 明 器 具 姿 図 　 （ １ ）

照 明 器 具 姿 図 　 （ ２ ）

照 明 器 具 姿 図 　 （ ３ ）

地 階 　 電 灯 設 備 図 － １

地 階 　 電 灯 設 備 図 － ２

１ 階 　 電 灯 設 備 図 － １

１ 階 　 電 灯 設 備 図 － ２

２ 階 　 電 灯 設 備 図 － １

２ 階 　 電 灯 設 備 図 － ２

３ 階 　 電 灯 設 備 図 － １

３ 階 　 電 灯 設 備 図 － ２

４ 階 　 電 灯 設 備 図 － １

４ 階 　 電 灯 設 備 図 － ２

５ 階 　 電 灯 設 備 図

６ ・ Ｐ Ｈ １ 階 　 電 灯 設 備 図

Ｐ Ｈ ２ ・ Ｐ Ｈ Ｒ 階 　 電 灯 設 備 図

地 階 　 コ ン セ ン ト 設 備 図

１ 階 　 コ ン セ ン ト 設 備 図

２ 階 　 コ ン セ ン ト 設 備 図

３ 階 　 コ ン セ ン ト 設 備 図

４ 階 　 コ ン セ ン ト 設 備 図

５ 階 　 コ ン セ ン ト 設 備 図

６ ・ Ｐ Ｈ １ 階 　 コ ン セ ン ト 設 備 図

Ｐ Ｈ ２ ・ Ｐ Ｈ Ｒ 階 　 　 コ ン セ ン ト 設 備 図

電 話 ・ 情 報 設 備 系 統 図

テ レ ビ 共 聴 ・ 電 気 時 計 設 備 系 統 図

放 送 ・ 呼 出 表 示 ・ イ ン タ ー ホ ン 設 備 系 統 図

端 子 盤 リ ス ト ・ 総 合 盤 姿 図

弱 電 設 備 　 仕 様 図 （ １ ）

弱 電 設 備 　 仕 様 図 （ ２ ）

弱 電 設 備 　 仕 様 図 （ ３ ）

弱 電 設 備 　 仕 様 図 （ ４ ）

音 声 標 識 ガ イ ド 設 備 図

地 階 　 電 話 ・ 弱 電 引 込 設 備 図

地 階 　 情 報 設 備 図

１ 階 　 電 話 ・ 弱 電 引 込 設 備 図

１ 階 　 情 報 設 備 図

２ 階 　 電 話 ・ 情 報 設 備 図

３ 階 　 電 話 ・ 情 報 設 備 図

４ 階 　 電 話 ・ 情 報 設 備 図

５ 階 　 電 話 ・ 情 報 設 備 図

６ ・ PH階 　 電 話 ・ 情 報 設 備 図

地 階 　 テ レ ビ 共 聴 ・ 電 気 時 計 設 備 図

１ 階 　 テ レ ビ 共 聴 ・ 電 気 時 計 ・ 電 気 錠 設 備 図

２ 階 　 テ レ ビ 共 聴 ・ 電 気 時 計 設 備 図

３ 階 　 テ レ ビ 共 聴 ・ 電 気 時 計 設 備 図

４ 階 　 テ レ ビ 共 聴 ・ 電 気 時 計 設 備 図

５ 階 　 テ レ ビ 共 聴 ・ 電 気 時 計 設 備 図

６ ・ PH階 　 テ レ ビ 共 聴 ・ 電 気 時 計 設 備 図

地 階 　 放 送 設 備 図

１ 階 　 放 送 設 備 図

２ 階 　 放 送 設 備 図

３ 階 　 放 送 設 備 図

４ 階 　 放 送 設 備 図

５ 階 　 放 送 設 備 図

６ ・ PH階 　 放 送 設 備 図

地 階 　 音 響 ・ 映 像 ・ 呼 出 表 示 設 備 図

１ 階 　 音 響 ・ 映 像 ・ 呼 出 表 示 設 備 図

２ 階 ～ ６ 階 　 呼 出 表 示 設 備 図

地 階 Ｉ Ｔ Ｖ ・ 機 械 警 備 設 備 図 、 系 統 図

１ ・ ２ 階 　 Ｉ Ｔ Ｖ ・ 機 械 警 備 設 備 図

３ ・ ４ 階 　 Ｉ Ｔ Ｖ ・ 機 械 警 備 設 備 図

５ ・ ６ 階 　 Ｉ Ｔ Ｖ ・ 機 械 警 備 設 備 図

照 明 器 具 姿 図 　 （ 非 常 灯 ・ 誘 導 灯 ）

地 階 　 非 常 灯 ・ 誘 導 灯 設 備 図

１ 階 　 非 常 灯 ・ 誘 導 灯 設 備 図

２ 階 　 非 常 灯 ・ 誘 導 灯 設 備 図

３ 階 　 非 常 灯 ・ 誘 導 灯 設 備 図

４ 階 　 非 常 灯 ・ 誘 導 灯 設 備 図

５ 階 　 非 常 灯 ・ 誘 導 灯 設 備 図

６ ・ PH階 　 非 常 灯 ・ 誘 導 灯 設 備 図

自 火 報 設 備 系 統 図

地 階 　 自 火 報 設 備 図

１ 階 　 自 火 報 設 備 図

２ 階 　 自 火 報 設 備 図

３ 階 　 自 火 報 設 備 図

４ 階 　 自 火 報 設 備 図

５ 階 　 自 火 報 設 備 図

６ ・ PH階 　 自 火 報 設 備 図

防 排 煙 設 備 系 統 図

防 排 煙 設 備 連 動 制 御 表 　

地 階 　 防 排 煙 設 備 図 － １ 　 　 　

地 階 防 排 煙 設 備 図 － ２ 　 　 　

１ 階 防 排 煙 設 備 図 － １ 　 　 　

１ 階 防 排 煙 設 備 図 － ２ 　 　

２ 階 防 排 煙 設 備 図 － １ 　 　 　

２ 階 防 排 煙 設 備 図 － ２ 　 　 　

３ 階 防 排 煙 設 備 図 － １ 　 　 　

３ 階 防 排 煙 設 備 図 － ２ 　 　 　

４ 階 防 排 煙 設 備 図 － １ 　 　 　

４ 階 防 排 煙 設 備 図 － ２ 　 　 　

５ 階 防 排 煙 設 備 図 　 　 　

６ ・ Ｐ Ｈ １ 階 防 排 煙 設 備 図 　 　 　

２ 階 　 防 排 煙 オ ペ レ ー タ ー 電 源 設 備 図

４ 階 　 防 排 煙 オ ペ レ ー タ ー 電 源 設 備 図

５ 階 　 防 排 煙 オ ペ レ ー タ ー 電 源 設 備 図

６ 階 　 防 排 煙 オ ペ レ ー タ ー 電 源 設 備 図

Ｐ－001

Ｐ－002

Ｐ－003

Ｐ－004

Ｐ－005

Ｐ－006

Ｐ－007

Ｐ－008

Ｐ－009

Ｐ－010

Ｐ－011

Ｐ－012

Ｐ－013

Ｐ－014

Ｐ－015

Ｐ－016

Ｐ－017

Ｐ－018

Ｐ－019

Ｐ－020

Ｐ－021

Ｐ－022

Ｐ－023

Ｐ－024

Ｐ－025

Ｐ－026

Ｐ－027

Ｐ－028

Ｐ－029

Ｐ－030

Ｐ－031

Ｐ－032

Ｐ－033

Ｐ－034

案内 図 ・配 置 図

衛生 設 備　 機 器表

衛生 設 備　 衛 生器 具 表

衛生 設 備　 系 統図

衛生 設 備　 地 下１ 階 平面 図

衛生 設 備　 １ 階平 面 図

衛生 設 備　 ２ 階平 面 図

衛生 設 備　 ３ 階平 面 図

衛生 設 備　 ４ 階平 面 図

衛生 設 備　 ５ 階平 面 図

衛生 設 備　 ６ 階・ Ｐ Ｈ１ 階 平面 図

衛生 設 備　 Ｐ Ｈ２ 階 ・Ｐ Ｈ Ｒ階 平 面 図

衛生 設 備　 地 下１ 階 　機 械 室詳 細 図

衛生 設 備　 地 下１ 階 　便 所 ，男 女 ロ ッカ ー 室廻 り 詳細 図

衛生 設 備　 １ 階　 便 所， キ ッチ ン ス タジ オ 廻り 詳 細図

衛生 設 備　 ２ 階　 便 所， 男 女ロ ッ カ ー室 廻 り詳 細 図

衛生 設 備　 ３ 階・ ４ 階　 便 所廻 り 詳 細図

衛生 設 備　 ５ 階・ ６ 階　 便 所廻 り 詳 細図

屋内 消 火栓 設 備・ 連 結送 水 火管 　 系 統図

屋内 消 火栓 設 備　 抵 抗計 算 書

連結 送 水管 　 抵抗 計 算書

スプ リ ンク ラ ー設 備 　系 統 図

スプ リ ンク ラ ー設 備 　抵 抗 計算 書

消火 設 備　 地 下１ 階 　平 面 図

消火 設 備　 １ 階　 平 面図

消火 設 備　 ２ 階　 平 面図

消火 設 備　 ３ 階　 平 面図

消火 設 備　 ４ 階　 平 面図

消火 設 備　 ５ 階　 平 面図

消火 設 備　 ６ 階・ Ｐ Ｈ１ 階 　平 面 図

消火 設 備　 Ｐ Ｈ２ 階 ・Ｐ Ｈ Ｒ階 　 平 面図

粉末 消 火設 備 　系 統 図

粉末 消 火設 備 　地 下 １階 駐 車場 平 面 図

ハロ ン 消火 設 備　 地 下１ 階 駐車 場 平 面図

Ｍ－042

Ｍ－043

Ｍ－001

Ｍ－002

Ｍ－003

Ｍ－004

Ｍ－005

Ｍ－006

Ｍ－007

Ｍ－008

Ｍ－009

Ｍ－010

Ｍ－011

Ｍ－012

Ｍ－013

Ｍ－014

Ｍ－015

Ｍ－016

Ｍ－017

Ｍ－018

Ｍ－019

Ｍ－020

Ｍ－021

Ｍ－022

Ｍ－023

Ｍ－024

Ｍ－025

Ｍ－026

Ｍ－027

Ｍ－028

Ｍ－029

Ｍ－030

Ｍ－031

Ｍ－032

Ｍ－033

Ｍ－034

Ｍ－035

Ｍ－036

Ｍ－037

Ｍ－038

Ｍ－039

Ｍ－041

Ｍ－040

空調 設 備・ 換 気設 備 ・排 煙 設備 　 機 器表 １

空調 設 備・ 換 気設 備 ・排 煙 設備 　 機 器表 ２

空調 設 備　 配 管系 統 図

空調 設 備　 ダ クト 系 統図

空調 設 備　 地 下１ 階 　平 面 図

空 調設 備 　１ 階 　平 面 図

空 調設 備 　２ 階 　平 面 図

空 調設 備 　３ 階 　平 面 図

空 調設 備 　４ 階 　平 面 図

空 調設 備 　５ 階 　平 面 図

空 調設 備 　６ 階 ・Ｐ Ｈ １階 　 平面 図

空 調設 備 　Ｐ Ｈ ２階 ・ ＰＨ Ｒ 階　 平 面図

空 調設 備 　地 下 １階 　 機械 室 　詳 細 図

空 調換 気 設備 　 キッ チ ンス タ ジオ ・ 楽器 練 習室 　 詳細 図

空 調設 備 　３ 階 　機 械 室　 詳 細図

換 気設 備 　系 統 図

換 気設 備 　地 下 １階 　 平面 図

換 気設 備 　１ 階 　平 面 図

換 気設 備 　２ 階 　平 面 図

換 気設 備 　３ 階 　平 面 図

換 気設 備 　４ 階 　平 面 図

換 気設 備 　５ 階 　平 面 図

換 気設 備 　６ 階 ・Ｐ Ｈ １階 　 平面 図

排 煙設 備 　系 統 図

排 煙設 備 　地 下 １階 　 平面 図

排 煙設 備 　１ 階 　平 面 図

排 煙設 備 　２ 階 　平 面 図

排 煙設 備 　３ 階 　平 面 図

排 煙設 備 　４ 階 　平 面 図

排 煙設 備 　５ 階 　平 面 図

排 煙設 備 　６ 階 ・Ｐ Ｈ １階 　 平面 図

自 動制 御 設備 　 集中 監 視端 末 仕様 (１ )

自 動制 御 設備 　 集中 監 視端 末 仕様 (２ )

自 動制 御 設備 　 計装 図 ・機 器 表・ 盤 リス ト

自 動制 御 設備 　 ポイ ン ト表

自 動制 御 設備 　 地下 １ 階　 計 装　 平 面図

自 動制 御 設備 　 １階 　 計装 　 平面 図

自 動制 御 設備 　 ２階 　 計装 　 平面 図

自 動制 御 設備 　 ３階 　 計装 　 平面 図

自 動制 御 設備 　 ４階 　 計装 　 平面 図

自 動制 御 設備 　 ５階 　 計装 　 平面 図

自 動制 御 設備 　 ６階 ・ ＰＨ １ 階　 計 装　 平 面図

自 動制 御 設備 　 ＰＨ ２ 階・ Ｐ ＨＲ 階 　計 装 　平 面 図

機械設備図（Ｐ・ 34枚、Ｍ・43枚）電気図（Ｅ・ 118枚）

全図面枚数（ 370枚）

解体工事（１）



項　　　目 特　記　事　項

1章　解体一般共通事項

◎受注者は, 本工事の一部を下請に付する場合には, 徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先し

  て選定するように努めなければならない. なお, 徳島県内に主たる営業所を有するもの以外と下請契約す

◎設計図書の優先順位は，次の順とする. 

　(1) 質問回答書((2)から(5)に対するもの)　

　(2) 補足説明書

　(3) 特記仕様書

　(4) 図面

　　　いう. )

  る場合は, 県内業者を選定しない理由を記した理由書を事前に発注者に提出しなければならない.

1.　適用基準等

　(5) 国土交通省大臣官房営繕部監修建築物解体工事共通仕様書(平成31年版)(以下「解体共通仕様書」と

　よる.

①公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　平成31年度版(以下｢改標仕」という.)

②公共建築改修工事標準仕様書（電気工事編）　平成31年度版

③公共建築改修工事標準仕様書（機械工事編）　平成31年度版

④建築物解体工事共通仕様書　平成31年度版（以下「解体共通仕様書」という.)

◎図面及び特記仕様に記載されていない事項は, すべて建設(国土交通省)大臣官房官庁営繕部監修の下記に

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺
NON

I. 工事概要

1.  工事名称

2.  工事場所

項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項

特記仕様書－１

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

3.  工事概要 A. 建物取り壊し　　　B. 外構取り壊し　　　C. 整地工事　　　D. 騒音振動調査

※完成年月日＝発注者側の工期の完成日　　竣工年月日＝施工者側の完成日

4.  工　　期

　　　　　　階数：地下1階、地上6階、ＰＨ2階

  工事範囲：建物、外構、電気、管、機械、消防

B-003

徳島県徳島市徳島町城内２－１

解体工事（１）

工事完成年月日は令和  5 年  3 月 10 日とする.

　構造規模　建築面積：2234.46㎡, 延床面積：9582.35㎡, 構造：ＲＣ造一部Ｓ造

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　解体工事（１）

II. 解体工事仕様書

・徳島市中央公民館１階駐車場は令和４年度７月末までは使用する為、通路を確保すること.

・外壁アスベスト除去工事後解体工事に取り掛かること.

・外壁アスベスト除去工事に関連する箇所は、本体解体工事に先行して解体すること.

・ポンプ場を点検する際は、工事ヤード内を通行させること.

・敷地西側にあるJR敷地内に侵入しないこと.また資材や養生テープなどの飛散にも注意すること.

・強風時には防音シートの取外しを行い、飛散防止及び足場の転倒防止に努めること.

・解体重機を線路側に設置しないこと.

・コンクリート部分の取壊し工事は，原則として圧砕機を使用すること.

・本工事は、市道00487中州・徳島線に近接しているため、基礎掘削時の法面保護は図示の通り補強を

　行うものとする.なお別添の図示により難い場合は、別途監督員と協議するものとする.

・本工事の外部足場が道路に接しているため、落下防止の措置として図示の範囲に朝顔養生を

・本工事の外部足場に落下防止として図示の範囲に防音シート養生を設置するものとする.

　1段延べ96.4m、2段延べ54.3m設置するものとする.

・徳島市中央公民館地下１階に新設するRC壁の工期は令和４年度６月以降とすること.また中央公民館

　なお, 同規程に基づき指定された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は,監督員と協議する. 

  ただし, 騒音規制法, 徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする.

◎本工事で使用する建設機械は, 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定(国土交通省告示 平成

　13年4月9日改正)」に基づき指定された建設機械を使用するものとする. 

　現場代理人は, 施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等, 同規程  に基づき指定された建設

　機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする. 

  ただし, 同規程に記載されていない機種, 規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない. 

◎本工事に使用する土工機械は, 「排出ガス対策型建設機械指定要領(平成3.10.8 建設省経機発第249号

  最終改正 平成14.4.1 国総施第225号)」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械とする. ただし, 

　排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は, 平成7年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出

　ガス浄化装置の開発」, 又はこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査証明事業, 

　あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着

　することで排出ガス対策型建設機械と同等とみなすが, これにより難い場合は, 監督員と協議するものと

　現場代理人は施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものと

　する.

　する. なお, 排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合,

　へのメンテナンス車両等については地下駐車場等を通行させること.

2.　工事関係図書

◎施工図, 現寸図, 見本等は, 監督員の指示により速やかに監督員に提出すること. 

◎上記の施工計画書には，「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること．

◎施工に先立ち, 実施工程表, 工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書を作成し, 

  監督員に提出すること. 

◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については, 施工に携わる下請負人にも十分周知徹底する

  こと. 

3.　安全衛生管理

◎工事現場における現場代理人, 監理技術者, 主任技術者の確認のため名札を着用すること.

◎工事現場の安全衛生管理については, 労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと. 

◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は, 建築基準法, 労働安全衛生法, 騒音規制法, 振動規制法, 大気

  汚染防止法, 建設工事公衆災害防止対策要綱(平成5年1月12日 建設省建経発第1号), 建設副産物適正処理

  推進要綱(平成5年1月12日 建設省建経発第3号)その他関係法令に従い適切に処理すること. 

◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等仮設材

　設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の確認を受けて

　から工事着手すること.

　位置(平面・深さ)，規格，構造等を確認しなければならない．

◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を及ぼさないような措置を施

  さなければならない. 万一, 損傷を与えた場合は, 

受注者の負担でその都度補修又は補償すること. 　障がないよう

◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設物の種類，

ただちに監督員に報告するとともに, 施設の運営に支

◎受注者は, 重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業(ロープ掛けの作業及びシート掛けの作業を含

  む. ) 又は貨物自動車から卸す作業(ロープ解きの作業及びシート外しの作業を含む. )を行うときは, 当

◎受注者は, 機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は, 当該作業を指

  該作業を指揮する者を定め, 監督員に報告しなければならない. 

  揮する者を定め, 指揮者の合図により行わなければならない. また, 作業状況について, 写真等の資料を

  整備及び保管し, 監督員の請求があったときは, 直ちに提示しなければならない.

◎受注者は，輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため，重機回送時の高さ，移動式クレー

　ンのブームの格納，ダンプトラックの架台の下ろし等について，走行前に複数の作業員により確認しなけ

　ればならない．

◎休日、夜間に作業を行う時は、事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること.

◎受注者は, 工事用車両による土砂, 工事用資材, 機械等の輸送を伴う場合は, 関係機関と打合せを行い, 

  交通安全に関する担当者, 輸送経路, 輸送期間, 輸送方法, 輸送担当業者, 交通誘導員の配置, 標識, 安

  全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て, 災害の防止を図らなければならない. 

  特に, 輸送経路にある既設構造物に対して損害を与えるおそれがある場合は, 当該物件およびその位置と

  必要な措置について工事着手前に監督員に報告しなければならない.

◎受注者は，トラック(クレーン装置付)を使用する場合は，上空施設への接触事故防止装置（ブームの格納

　忘れを防止（警報）する装置，ブームの高さを制限する装置等）付きの車両を原則使用しなければならな

　を使用するよう努めるものとする．

　い．なお，令和５年度末までは経過措置期間とするが，この期間においても接触事故防止機能付きの車両

◎受注者は, 本工事の一部を下請に付する場合には, 徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先し

　

  て選定するように努めなければならない. なお, 請負対象額（設計金額）が１億円以上の工事については,

  徳島県内に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合に, 県内業者を選定しない理由を記した理

  由書を事前に監督員に提出しなければならない.

  ・本工事は, 警備員等の検定等に関する規則第1条第4号により規定された交通誘導警備業務を行う場所に

    一級又は二級の検定合格警備員の配置が( 義務付けられている ・ 義務付けられていない ).

  ・配置された検定合格警備員は, 業務に従事している間は合格証明書を携帯し，かつ，監督員等の請求が

　　あるときは，これを提示すること. 

◎交通誘導警備員

    の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること. 

  ・警備業法を遵守するとともに, 受注者は の配置計画書及び合格証明書の写し等資格要件交通誘導警備員

　　事の一部について下請負契約を締結する場合は，当該下請負工事の受注者(当該下請負工事の一部に係る

　　二次以降の下請負人を含む。)も同様の義務を負う旨を定めなければならない。

  ・受注者は，発注者が行う の実施に協力しなければならない．また，対象工交通誘導警備員勤務実績調査

  ・受注者は, を作成し, 勤務実績が確認できる資料(勤務伝票の写し)「交通誘導警備員勤務実績報告書」

    とともに, 1月毎に監督員へ1部提出しなければならない. 

については, 警備業法に基づく警備員とし, 図示する場所に260日間配置すること. 

　・警備員は, 延950人(昼950人, 夜０人：うち検定合格警備員０人)を見込んでいる. 

◎外構工事解体後に埋蔵文化財調査の試掘を予定している.

名札には現場代理人,監理技術者,主任技術者の別,氏名,会社名,工事名が記載し,顔写真を添付すること

◎本工事で使用する建設機械(労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機械)は, 1年

　以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し, その検査証明書(検査記録表)のコピーを使用工種

　の施工計画書に添付し提出すること. 

◎受注者は, 工事期間中安全巡視を行い, 工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い安全を確保する

  とともに工事現場における盗難防止の観点から, 資機材の保管状況等についても併せて確認すること. 

  また, 監督員から「資機材保管計画書」(自由様式)の提出を求められた場合には, 速やかに提出すること.

◎工事現場監督員は常駐できないので, 疑問な点, その他打合せ決定を要する事項は, 監督員の出向いた時,5.　施工

◎施工にあたっては, 設計図書に従って忠実に施工すること. 不都合な工法等を発見した場合は, 工事が進

　行済みであっても根本的な手直しを命ずるので, 注意して施工すること. 手直し工事は, 受注者の責任に

　おいて実施し, それに要する費用は受注者の負担とする. 

◎電気保安技術者は次の者とし, 必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により, 監督員の承諾

  を受けること. 

  ・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は, その電気工作物の工事に必要な電気主任技術者の資

    格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする. 

　　する. 

◎受注者は, 本工事において使用する工事看板・バリケード等については, 県産木材を用いた木製品を優先

  して使用するよう努めなければならない. 県産木材を使用した場合, 受注者は, 工事完了後「木材使用実

  績報告書」(電子データ)を監督員へ提出しなければならない. 

  ・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は, 第１種又は第２種電気工事士の資格を有する者と

◎工事に影響のある範囲内の重要備品等　（　有　・　無　）

4.　工事現場管理 ◎工事現場には, 工事標識を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること. 

◎上下作業や直下階の施設を利用しながらの直上階（天井）のスラブはつり工事は,原則禁止とする．やむ

　を得ず行う場合は,飛来落下の危険を生じるおそれがあるため,適切な防護措置を講じ安全確保を図り,施工

　手順について監督員の承諾を得たうえで,指定された時間に行うこと．

6.　技能士の適用 ◎技能士の適用については, 次の技能検定作業(以下, 「作業」という. )のうち各工事毎に適用する作業を

　指定するものとする. 

　技能士は, 職業能力開発促進法による一級技能士又は二級技能士の資格を有する者とし, 資格を証明する

　資料を監督員に提出すること. 

　技能士は, 適用する工事作業中, 1名以上の者が自ら作業をするとともに, 他の技能者に対して, 施工品

　質の向上を図るための作業指導を行うこと. 技能士は, 氏名, 検定職種, 技能士番号等県が指定した内容

　を記載した名札等により, 資格を明示するものとする. 

　なお, 指定のない作業についてもその活用を図るよう努めることとする. 

   ○印 ･･･ 適用作業

工事種目 技能検定職種 技　能　検　定　作　業

仮設 とび ・ とび作業

◎本工事に先駆け, 県において周辺家屋等の事前調査を実施していますので, 調査報告書を参考にして, 

　今後の工事を実施すること. 

◎工事に関連して, 周辺住民から苦情がある場合は, 十分調査を行い, 監督員に報告, 協議して対応する

　こと.

7.　周辺家屋等の対応

◎電子納品：対象8.　記録

◎竣工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること．

　CD-Rに保存する．

　写真で的確に確認できること. 

◎工事写真の電子データは完成写真, 着手前, 資材, 施工状況の順に整理する.

  完成写真については, 工事目的物の状態が,資材, 施工状況等については，不可視部分の出来形が

　竣工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオリジナル形式を

区　　　分

着　工　前

工　事　中

竣　　　工

サ　イ　ズ

カラー, 手札版又はサービスサイズ

カラー, 手札版又はサービスサイズ

カラー, 手札版又はサービスサイズ

◎工事完成撮影は, 専門家に( よる ・ よらない )ものとする. 

◎工事写真の撮影は, 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること.

　に基づいて調査, 設計, 工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品(以下「電子納品」と

　いう. )すること. 

◎受注者は, 建築工事を施工する場合, 原則として「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】」

◎提出書類

　・竣工図（製本3部，電子データ2部）( A4 ・ A3 ・ A2 ・ 原図版 )　

　・保全に関する資料

　・使用材料一覧表(4部（うち3部は竣工図表紙裏面に貼付）,電子データ2部）

　・工事写真（写真帳１部（　・着手前　・　完成写真　），電子データ２部）

2.　施工条件 ◎施工条件は次による. 

・本工事に平行して「Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　解体工事（２）（以下 ｢外壁アスベスト

・新ホール整備事業の事業者から，工事の施工等についての協議には，適切に応じなければならない.

・青少年センターは，１２月５日（日）まで使用する予定のため，工事の着手時期については，

　施設管理者と協議が必要である.

・埋蔵文化財調査の仮囲いを撤去後，本工事の仮囲いを設置することから，その設置時期，方法について，

・仮設足場の設置については，契約後，速やかに関係機関へ届出等を提出し，早期に使用できるように

　すること.また，解体工事（２）の施工に利用するため，協力しなければならない.

・解体工事ヤード内における埋蔵文化再調査の試掘について，県担当課より協議があった際は対応しなけれ

　関係機関と十分協議のうえ施工すること.

　ばならない.

・建物北側市道には，光ケーブル等が埋設されており，重機の設置については，関係機関と十分協議・検討

　のうえ位置や養生方法を決定しなければならない.

　備品等名称：彫刻家作品（オブジェ）

　又は営繕課へ問い合わせ, 工事に遺漏のないようにすること. 

　除去工事｣ という ）の発注を予定している.

　注意事項　：別途工事で令和３年１２月末までに移設予定であるため，

　　　　　　　移設までの間は厳重に養生し，破損しないよう作業を行うこと. 

　保管場所　：屋外（建物の北東部分）

・工期内に周辺工事として，埋蔵文化財調査，光ケーブル移設工事，下水道移設工事，跨線橋撤去工事を

　予定しており，作業ヤード等相互に協力しなければならない.
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◎受注者は，本工事で使用する建築材料・製品等（以下「建材等」という）の発注の際には，発注前に，

　「生コンクリート使用承諾願」，「材料使用承諾願」，「木材使用承諾願」を監督員へ提出しなければな

　らない．

◎受注者は, 工事完了後, 請負金額が500万円以上の工事において, 「木材使用実績報告書」(電子データ）,

「建設資材使用実績報告書」（電子データ）を監督員に提出しなければならない．

10 . 工事用資材

◎足場等の設置業者は, 別契約の関係受注者に無償で使用させること.また,安全管理も実施すること.

　袋等を労働者に使用させなければならない. また, 作業主任者を選任し, その氏名, 職務を掲示すること. 

　の組立て, 解体又は変更の作業において, 材料, 器具, 工具等を上げ, 又はおろすときは, つり綱, つり

◎受注者は, つり足場(ゴンドラのつり足場を除く. ), 張出し足場又は高さが5メートル以上の構造の足場

解体工事（１）

◎既存部分の家具等の養生範囲は図示による. 

  (養生方法：      　　　  )

4.　養生

3.　仮設物

◎監督員事務所の備品等は監督員の指示を受けて設置すること. 　

◎監督員事務所は( 設ける(面積　　m２程度) ・ 設けない )

◎既存部分の養生範囲は図示による. (養生方法：ｼｰﾄ養生        )

◎会議室は( 設ける(面積　25　m２程度) ・ 設けない )

◎次表により中間検査の対象工事となった場合は, 原則として次表の実施回数以上の中間検査を実施する

　ものとする. ただし, 工事検査員が認める場合は，一般入札工事に限り，これによらないことができる.

当初請負対象額

3千万円未満

3千万円以上5千万円未満

5千万円以上1億円未満  

1億円以上             

一般入札工事

－

－

1回

2回

低入札工事 

1回

2回

2回

3回

　　(注)　低入札工事とは, 低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう.

一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう．

　に監督員と協議すること.

◎中間検査の実施時期は, 当該工事の工程を考慮し施工上の重要な時点で行うものとし, 契約締結後速やか

◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は, 中間検査を省略することができる.

◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得たうえで，

 板情報電子化

13.　デジタル工事写真の小黒

◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の｢デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運用について

　デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とすることができる．

　（県土整備部）｣に記載された全ての内容を適用することとする. 

2章　解体仮設工事

1.　ベンチマ－ク ◎設計GLの設定は, BM(　　　)を±0とする．ただし, 監督員の指示により決定する

　①労働安全衛生法に基づく構造規格

　②(社)仮設工業会の認定基準

　また, 厚生労働省の「経年仮設機材の管理指針」の基づく(社)仮設工業会の「適用工場制度」による登録

　工場及び指定工場等の活用に努めるとともに, 前記規格等に定めるもの以外の使用に当たってはあらかじ

　め強度等を確認した書類を監督員に提出し, 承諾を得ること. 

◎仮設機材及び経年仮設機材の使用については, 次の規格又は認定基準(以下「規格等」という. )に適合す

　るものを使用すること. 

◎労働安全衛生法第88条に基づき、労働安全衛生規則別表第７に掲げる機械等（組立から解体までの期間が

　60日未満を除く）の設置や移転、変更を行う場合は、30日前までに所轄労働基準監督署長に届け出をおこ

　なうこと.

　届け出をおこなった場合は、監督員に報告すること.

　届け出不要の場合は、その旨監督員に報告すること.

◎労働安全衛生法第88条に基づく届け出の要否に関わらず、足場を設置する場合は、使用開始前に営繕課

　指定の足場チェックリストを用いて点検した後、監督員の確認を受けること.

  ・足場を設置する場合は, 原則として「手すり先行工法に関するガイドライン」（2.2.4）の別紙１

　　行うこと.

　　ただし監督員の承諾を得た場合は、(3)手すり先行専用足場方式により行うことができる.

手すり据置方式　　「手すり先行工法による足場の組み立て等に関する基準」の2の(2)  　　       　　　により

◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防止チェック

　シート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること.

2.　足場等

  ・壁つなぎ間隔(水平方向:　　8m以下, 鉛直方向:    9m以下)

◎足場については他工事に無償で使用させること.

◎外部足場(種類：枠組み本足場、ブラケット足場　, 仕様：２枚布, D=　90cm, シ－ト仕様：防音シート　)

◎ゲ－ト( 有 ・ 無, 仕様：キャスターゲート 10ｍ 両引き、キャスターゲート5ｍ 片引き 　 )

◎交通誘導警備員の配置箇所は、道路など敷地外側について夜間は警告灯を設置すること.

7.  仮設道路整備復旧等

◎道路占有料　　　　　　　　　　円

  なお, 同道路の必要がなくなった時点で, 早期に( 図示のとおり状態に ・ 現状に )復旧すること. 

◎工事に当たっては, 図示のとおり仮設道路を設ける. 

5.　工事用用水, 電力等 ◎既存電力利用( 出来る ・ 出来ない ), 電力料金( 有償 ・ 無償 )

◎既存用水利用( 出来る ・ 出来ない ), 用水料金( 有償 ・ 無償 )

6.　イメージアップ工事 ◎仕様：

　申請不要の場合は、その旨監督員に報告すること.

　申請をおこなった場合は、監督員に報告すること.

　道路占用許可申請書を提出し、道路管理者の許可を受けること.

◎道路法第32条に掲げる工作物、物件又は施設を設け、継続して道路を使用する場合は、

　申請不要の場合は、その旨監督員に報告すること.

　申請をおこなった場合は、監督員に報告すること.

　管轄警察署長の許可を受けること.

◎道路交通法第77条に基づき、道路を使用する場合は、道路使用許可申請書を提出し、

◎道路占用料　　520,520　円

◎借地借家料　　　　　　　　　　円

    現場事務所用地等

◎同用地は, ( 図示の場所に ・ 用意していないので業者にて )設けること.8.  工事車両用駐車場

　　女性が利用しやすい仮設トイレのこと．

　○快適トイレとは，洋式トイレのうち，防臭対策・施錠の強化などが実施された，

　○洋式トイレとは，和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと．

◎受注者は，仮設トイレを設置した場合，「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければならない．

　ただし，特段の理由がある場合はこの限りでない．

　「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。

　として「快適トイレ」を設置しなければならない.また，現場従事者に女性が含まれる場合は，原則として

◎受注者は,  当初請負対象金額（設計金額）5千万円以上の工事において仮設トイレを設置する場合, 原則

　ただし，特段の理由がある場合はこの限りでない．

　「女性専用トイレ（快適トイレ）」を設置しなければならない。

　として「洋式トイレ」を設置しなければならない.また，現場従事者に女性が含まれる場合は，原則として

◎受注者は当初請負対象金額（設計金額）5千万円未満の工事において，仮設トイレを設置する場合，原則9.  仮設トイレの洋式化

1.　一般事項 ◎空調機等の冷媒は, 専門業者により回収を行い, 空気中に飛散させてはならない. 

  (4) 捨て場状況(車のナンバープレートを写し込むこと)

  (3) 積み込み状況(車のナンバープレートを写し込むこと)

  (2) 内装材を分別して集積したところ(特にせっこうボードは他のボードと区別すること)

  (1) 内装材等をはぎ取った壁, 天井, 床の各面

◎解体は全て分別解体により行い, 次により工事写真を撮影すること. 

  無いように努めること. また, 道路の汚染防止に努め, 道路等を汚した場合は速やかに清掃すること. 

◎解体の発生材の運搬計画及び通行道路の搬送計画について, 関係機関と協議し, 一般車両の通行に支障の

  により発生防止に努めること. 

◎建物の解体は順序よく行い, 特に安全を期すこと. 工事中に発生する粉塵については, 散水等適当な方法

3.　騒音振動調査 ◎本工事の施工に当たっては, 騒音・振動を発生させる作業施工中, 騒音・振動測定を実施し, 騒音振動規

  制法等関係法令に基づく基準内及び周辺住民への影響を考慮した施工を行うこと. 

◎騒音・振動の測定中に基準値を超えたことが確認された場合には現場監督員に速やかに連絡すること. 

◎騒音・振動の測定に当たっては, 計量証明事業登録者が行い, 測定完了後計量証明事業登録者の作成した

  報告書を3部提出すること. 

◎騒音・振動の測定に先立ち, 測定に関する実施計画書を提出し, 監督員の承認を得た後, 実施すること. 

　レベル測定方法)による. (国土交通省大臣官房官庁営繕部監修建築工事施工　監理指針参考資料参照)

◎測定は, 作業場所の敷地境界で行い, 測定法は騒音JIS Z 8731(騒音レベル測定方法), JIS Z 8735(振動

2.　工事の範囲 ◎構造物の地中部の取り壊しは図示による.

◎測点数は1ヶ所とし, 位置は解体作業の進行に伴い移動するものとする. (延220日間を見込んでいる. )

3章　解体施工

4.  事前措置 ◎本工事の着手時に, 給排水, ガス管, 地下埋設物等の調査を行う. 調査期間は　　２週間とする. 

  切り回し時期については,監督員と協議を行うものとする. 

　TEL:0120-459-625

　また,保護管が無いため注意しながら施工すること.

◎NTT配線の試掘に当たっては,「日本コムシス　担当者　阿部氏」に連絡を取り,立ち会ってもらうこと. 

  (3) 受注者は, 請負金額が500万円以上の工事について, 県産木材以外の木材を使用する場合は, 県産木

　　　材を使用できない理由を記載した書面及び確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を得なければなら

　　　ない. 

  (4) 受注者は, 県産木材を使用する前に, 徳島県木材認証機構から発行される「産地認証」証明書の写し

　　　により県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。

  (5) 県内の森林から直接調達するなど, 前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の氏名等を記入

　　　した書類を監督員へ提出しなければならない. 

◎製材等(製材, 集成材, 合板, 単板積層材), フローリング, 再生木質ボード(パーティクルボード, 繊維

　板, 木質系セメント板)については, 合法性に係る確認(「産地認証」及び「品質認証」を含む. )が行わ

　れたものを使用する. ただし, 機能上, 需給上など正当な理由により確保が困難であり, 使用できない場

　合には監督員と協議するものとし, 監督員の承諾を得るものとする. 

　また, それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は, 林野庁作成の「木材・木材

　製品の合法性, 持続可能性の証明のためのガイドライン(平成18年2月15日)」に準拠して行うものとし, 

　監督員に合法証明書を提出するものとする. ただし, 平成18年4月1日より前に伐採業者が加工・流通業者

　等と契約を締結している原木に係る合法性の確認については, 平成18年4月1日の時点で原料・製品等を保

　管している者が証明書に平成18年4月1日より前に契約を締結していることを記載した場合には, 上記ガイ

　ドラインに定める合法な木材であることの証明は不要とする. 

◎県内産資材の使用

　　　県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする.

      ればならない. ただし, 特段の理由がある場合はこの限りでない. なお, WTO対象工事については, 

　(1) 受注者は, 木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合, 原則として県内産資材を使用しなけ

　(2) 受注者は，請負金額が500万円以上の工事について, 県内産資材以外の資材を使用する場合は, 県内

  　　産資材を使用できない理由を記載した書面及び確認資料を事前に監督員に提出し, 承諾を得なければ

　　　ならない. 

　② 徳島県内の工場で加工, 製造された製品

県内産資材(次のいずれかに該当するもの)

　① 材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品

　注1 部材, 部品が県外製品であっても, 県内の工場で加工, 製造した製品(二次製品)であれば県内

　　　産資材として取り扱う. 

　注2 県内企業が県外に立地した工場(自社工場)で加工, 製造した製品も県内産資材として取り扱う.

　注3 公共建築工事標準仕様書そのた関連する示方書等の基準を満たす資材, 製品であること. 

  　　員に提出しなければならない。

　(3) 受注者は，工事完了後，請負金額が500万円以上の工事において, 「建設資材使用実績報告書」を監督

◎県内産再生砕石の原則使用

　受注者は, 再生砕石を使用する場合, 県内の再資源化施設(廃棄物の処理及び清掃に関する法律(昭和45年

　て同じ.))で製造された再生砕石を原則として使用しなければならない.

　法律第137号)第15条第1項に基づく許可を有する施設(同法第15条の2の5第1項に基づく変更の許可におい

◎受注者は, 徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等(県内企業調達建材等)を優先して使用

　するよう努めなければならない. なお, 県内企業調達建材等以外を使用する場合は, 県内企業調達建材等

　を使用しない理由を記載した理由書を監督員に提出しなければならない.

◎工事しゅん工前に全ての設計変更箇所について、監督員、工事監理業務受注者とともに、書面により確認

すること

定期的に確認すること

◎工事監理業務受注者が作成する設計変更箇所一覧表の内容について監督員、工事監理業務受注者とともに11.  設計変更箇所確認

12. 工事検査及び技術検査

　監督員の承諾を受け試験を行い, その結果を報告し承認を得ること.

◎試験等によらなければ, 確認できない工事(製品)については, 試験等計画書(施工計画書に記載)を提出し,

　承諾を受けて次の工程に進むこと. 

◎設計図書(各施工計画書を含む)に定められた工程が完了した時, 報告書を提出し, 監督員の検査等を受け,

  (2) 「県産木材」とは, 「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり, 「徳島県内の森林で育成した

      木材」とは次のことである. 

　    ① 徳島県木材認証制度により, 県内産であることが「産地認証」された木材

　    ② ①以外において, 徳島県内の森林で育成したことが確認された木材

◎県産木材の使用

　(1) 受注者は, 工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型枠を使用する

      場合, 原則として県産木材を使用しなければならない. ただし, 特段の理由がある場合にはこの限り

      でない. 

◎以下の(1)～(3)のすべてに該当する材料は，「材料使用承諾願」及び「実績報告書」の提出は不要．

  (1) 木材以外の材料

  (2) 県内産資材又は県内企業調達資材

  (3) 施工計画書に品質及び性能を有することを記載し，証明となる資料を添付している．

◎解体前に大気汚染防止法に基づくアスベスト等の特定建築材料に該当するものが使用されていないか調査

  し, 有れば監督員の指示に従うこと. 既存の分析調査結果がある場合は，受注者がその結果を書類等により

　確認すること．なお，工事内容に変更がある場合についても同様とする．

◎仮囲い(仕様：成形鋼板　, H=　3.0m, L=　　m)(図示)

　　　　(仕様：ガードフェンス　, H=　1.8m, L=　　m)(図示)

◎仮囲いを設置する場合は、設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行い、その

　記録を保管すること.

　・壁つなぎ間隔(水平方向:　　m以下, 鉛直方向:    m以下)

◎内部足場(種類：脚立足場　　, 仕様：　　枚布, D=　　cm)

◎内部足場(種類：ローリングタワー　, 仕様：　　枚布, D=　　cm)

◎石綿含有仕上塗材が施工された外壁に対する足場繋ぎ用アンカーの下穴穿孔作業については，

　「石綿等の切断等の作業」及び「石綿取り扱い作業」に該当するため，石綿障害予防規則

　（平成 17 年厚生労働省令第 21 号）を遵守し作業を行うこと。
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特　記　事　項項　　　目

B-005解体工事（１）

I. アスベスト含有建材の

　 処理工事

1.　一般事項

2.　アスベスト含有吹付け材の

　　除去

◎関係法令, 都道府県の条例等を遵守すること. 

◎アスベスト粉塵濃度測定を( 行う ・ 行わない ). 

  ・濃度測定は「JIS K 3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法－第1部：光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」

    による位相差・分散顕微鏡法による. 

◎施工計画

　(2) アスベスト除去工事に係る官公署他への手続きを遅延なく行うこと. 

◎アスベスト含有建材の除去を直接行う専門工事業者については, 工事に相応した技術を有することを証明

  する資料を監督員に提出する. 

◎工法

  (1) アスベスト除去工法は, 「建築物等の保全技術・技術審査証明事業」による保全審査証明取得工法又

◎除去箇所一覧表

階数

      は(　財)日本建築センターによる審査証明取得工法とする.一

◎作業場の隔離等

　(1) 前室, 洗浄室及び更衣室は( 図示の位置に設ける ・ 仮設建築物を設ける ). 

◎施工記録等

　(1) 施工記録報告書を作成し, 監督員に提出すること. 

◎除去箇所一覧表

◎作業場の隔離等

　(1) 前室, 洗浄室及び更衣室は( 図示の位置に設ける ・ 仮設建築物を設ける ). 

  ・測定機関は, 都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする. 　　

3.　アスベスト含有保温の除去

　(2) 施工記録報告書のうち作業者の作業記録は40年間の保存すること. 

箇所 建　材　種　別 面積室　　　　名

階数 箇所 建　材　種　別 面積室　　　　名

◎石綿ばく露防止対策等の実施内容を改標仕9.1.2(6)により見やすい場所に掲示すること. 

・ただし，分析によるアスベスト含有の調査は，JIS A 1481-1による.

　は3年間保存すること.

◎事前の施工調査等を改標仕9.1.1(5)及び大気汚染防止法により行い, 調査結果を監督員に提出し,調査結果

　(1) 工事着手前に施工計画書（関係法令の作業計画内容を含む）を監督員に提出し, 承諾を受けること. 

調査方法

調査方法

◎施工記録等

　(1) 施工記録報告書を作成し, 監督員に提出すること. 

　(2) 施工記録報告書のうち作業者の作業記録は40年間の保存すること. 

　(3) 作業計画による作業の記録は,3年間保存すること。

　(2) 除去が完了したときは,石綿等に関する知識を有するものが除去を完了したことを確認し,監督員に報告

　　  すること.

　(3) 作業計画による作業の記録は,3年間保存すること。

◎既存の石綿含有建材の分析結果は(・貸与する　・ない　)

　・報告書を( ３  )部作成し監督員に提出すること. 

　　・測定場所及び箇所は図示による.測定時期(　外壁アスベスト除去工事期間　)

　　  養生種別(　ビニルシート　　)       

　　  内部足場( 種類：脚立足場　　, 仕様　　枚布, D=　　cm ）  

　(2) 除去は, 破壊又は破断を伴わない方法で行うものとし, 原則「手ばらし」とする.

　　　ビニルシート等で隔離を行い作業場所の外部に飛散させないための措置を講じること.

　(2) 建築物内部で除去作業を行う場合は, 建具等を全て閉じた状態で行う. 閉じることの出来ない開口部

      の養生方法及び解体用仮設の仕様は下記による.                 

　(1) 建築物外周部で除去作業を行う場合の仮囲いの仕様は以下による.

　　　外部足場( 種類：　　, 仕様　　枚布, D=　　cm, シート種類：　　　　　　　　　　　　　)

      仮囲い高さ：H=　　m                        

◎養生等4.　アスベスト含有成形板の

　　除去

◎工法

　(1) 除去は, アスベストを含まない内装材及び外部建具の撤去にさきがけて行うこと. 

　　　建築物外部の成形板を除去する場合は, できる限り原形のまま除去すること.

  (3) 除去作業中は, 原則として散水その他の方法によりアスベスト成形板を常に湿潤な状態として作業を

      行う.      

　(4) 建物から取り外した廃材を原型のまま保管・運搬できるよう十分な大きさのフレキシブルコンテナ

　　　バッグや車両を用意すること.

　(5) やむを得ず破砕等が必要な場合は，石綿等の粉じんを飛散させないよう十分な湿潤化を行うとともに，. 

◎場外搬出の場合の処理は次のとおりとする.

    会 社 名：松浦開発興業株式会社

    所 在 地：鳴門市撫養町木津字イヤケ谷1449-1

    処分単価：1m3当たり2700円(税抜き)

    運搬距離：14.2㎞を見込んでいる。

    運搬経路：国道11号線

  ・最終処分場の指定

    排 出 土：砂質土、壁面緑化土

7.　地下埋設物・埋設配管等 ◎解体範囲内の設備機器等の撤去も本工事に含むものとする. なお, 電気, 給排水, ガス管, 空調配管, 配

  線の有無を確認のうえ着手すること. 

◎手摺り等を設けることが著しく困難なとき、又は、作業の必要上臨時に手摺り等を取り外すときは、

　安全帯を使用したままの状態で作業を行えるよう考慮し、作業員に安全帯の着用を徹底させること。

◎法面施工の場合( 素堀り ・ 多段式 )

　山留めの状況を点検するとともに, 安全管理に必要な計測を行う.

◎山留めは, 適切な資料に基づき構造計算を行い, 安全に設置すること. また, 設置期間中, 周辺地域及び11.　山留め

8.  整地・埋戻し・盛土 ◎埋戻しは, ( 購入土 ・ クラッシャラン ・ 再生クラッシャラン ・ 現場発生土 ・ 他工事の現場発生土)

  とする.

◎整地範囲は図示による.　

◎混入する石の最大径は　　40mm程度とする. 

◎埋め戻し高さは, 図示による.

◎タンクを設置し、上水のみ排水すること.

◎工事に支障を及ぼす雨水, わき水等は, 適正な排水溝, 集水ます等を設置し, 支障がないようにすること.

9.  工事中の排水

10.  墜落防止対策 ◎２階以上の腰壁のない開口部等から廃棄物の搬出作業を行う場合には、墜落防止の手摺り等を設けること。

4章　建設廃棄物の処理

1.　一般事項 ◎建設リサイクル法通知済証の掲示

　受注者は、建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又は

　その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が建設リサイクル法施行令で定める基準

　を掲示し，工事しゅん工検査が終了するまで存置しておかなければならない。また、「建設リサイクル法

　通知済証｣掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし,｢徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣

　に基づき提出することとする。なお、「建設リサイクル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの

期間に発注者から支給することとする。

　以上のもの)においては、工事現場の公衆の見やすい場所に工事着手前までに「建設リサイクル法通知済証」

　により再生資源利用計画書を作成し，監督員の確認を受けなければならない．

　ート（二次製品を含む．），土砂，砕石，加熱アスファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合に

　業に属する事業を行う者の再生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建

　イクル法）施行令第2条で規定される工事（以下「一定規模以上の工事」という。）において，コンクリ

　設省令第19号）第8条で規定される工事，又は建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサ

　は，（一財）日本建設情報総合センターの建設副産物情報交換システム（以下「ＣＯＢＲＩＳ」という．）

◎受注者は, 資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という．）に基づく建設

◎汚水,汚物等の回収,洗浄,消毒等の措置(・行う　・行わない)12．　浄化槽

13.　先行解体箇所

①外壁アスベスト含有塗膜除去に関わる隠ぺい部

②排気筒及び排気筒周辺の車両の通行に支障をきたすもの

③足場を設置するのに支障をきたすもの

14.その他

◎以下の部分については先行して解体を行うこと.時期については監督員と協議の上、決定すること.

　

◎北棟地階スラブでは重機の重さに耐えられない為、重機を積載する場合は先行して地階スラブを解体する

　こと.補強を行った場合、又は安全性が確認出来る場合はこの限りではない.

◎浮力が発生する為、南棟解体前に再生砕石を5500ｍ3以上充填すること.

◎南棟PH部分の解体は屋上からの解体とする.

　施工に先立ち、下階の補強計画書及び補強計算書を監督員に提出し了承を得てから工事に取り掛かること.

◎敷地周囲の土の流失に注意して工事に取り掛かること.発見した場合は直ちに監督員に報告すること.

◎公民館新設壁の施工は令和4年6月以降に行うこと.

◎東側地階存置壁の鉄骨補強斜柱については解体ガラを除去する前に施工すること.

　また南棟地階インドア運動場の床はﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ、屋上はALCとなっているので注意すること.

◎公民館１階駐車場及び通路は令和4年7月末まで使用する.よって通路幅、安全性を確保すること.

◎本工事に平行して「Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　外壁アスベスト除去工事」の工事を

　施工中である.隠ぺい部に注意し、先行解体を要望された場合は速やかに対応すること.

5.　杭 ◎杭の解体については行わない.

6.　構内舗装等

◎舗装版切断に伴い発生する排水は汚泥に該当するため, 関係法令等に基づき適正に処理すること.

◎樹木等の伐採抜根及び移設　　方法(　　図示による　　　　)

　こと.

◎解体前に照明器具及びトランス内進相コンデンサーのPCBの有無を調査し, 有れば監督員の指示に従う

◎フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律に基づき，第一種特定製品の有無について，事前

確認書により監督員に説明すること.

5章　アスベスト含有建材の除去等

公社（徳島東部）

板野郡松茂町豊久字朝日野6番の地先

所在地 運搬距離
処分費

処分地 km

ｺﾝｸﾘｰﾄ（無筋）

ｺﾝｸﾘｰﾄ（有筋）

アスファルト
（中間処分）

徳島市東沖洲１丁目12
金属（処分） ０円/t

徳島市東沖洲１丁目12

（中間処分）
8.3

（有）吉野川ﾎﾟﾝﾌﾟ

（有）吉野川ﾎﾟﾝﾌﾟ

徳島市応神町東貞方字北野7-2

徳島市応神町東貞方字北野7-2

徳島市応神町東貞方字西中須49-1

徳島市応神町東貞方字西中須49-1

4.5

8.3

（株）旭金属

（優良認定業者）

廃プラ

（有）徳島興産

ガラス

木材
徳島市津田海岸町2番90号

徳島市津田海岸町2番90号
4.9 10,000円/ｔ

三好市山城町寺野字大休場956(株)明和ｸﾘｰﾝ
ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板等 20,000円/ｍ3

三好市山城町寺野字大休場956

鉄くずH2程度2.7
徳島市昭和町8丁目27番地

徳島市昭和町8丁目27番地三木資源（株）

（鉄骨・軽量鉄骨）

有価金属

有価金属

14.0
板野郡松茂町豊久字朝日野6番の地先

石膏ボード
(財)徳島県環境整備

（ｻｯｼ　ｽﾁｰﾙ）

汚泥
宮崎基礎建設（株）

（優良認定業者）

（優良認定業者）

（優良認定業者）

鳴門市大麻町三俣字津久田61番地1

鳴門市大麻町三俣字津久田4-1、5-7
9.7 11,000円/ｔ

有価金属

（ｻｯｼ　ｱﾙﾐ）

99.7

事業名種類

（有）吉野川ﾎﾟﾝﾌﾟ

（中間処分） 徳島市応神町東貞方字西中須49-1

徳島市応神町東貞方字北野7-2
8.3

5,640円/ｔ14.0
板野郡松茂町豊久字朝日野6番の地先

板野郡松茂町豊久字朝日野6番の地先(財)徳島県環境整備

公社（徳島東部）

15,000円/ｍ364.5
三好郡東みよし町加茂6001-1

三好郡東みよし町加茂6001-1（有）久保衛生

-23,500円/ｔ2.8
徳島市昭和町8丁目27番地

徳島市昭和町8丁目27番地（株）後藤商店

（株）後藤商店 徳島市昭和町8丁目27番地

徳島市昭和町8丁目27番地
2.8 -130,000円/ｔ

   　 ・産業廃棄物の種類ごとに下記を指定する. 

　(3) 撤去物の種類, 規模, 構造, 撤去方法, 養生方法, 発生材の処分場を記載する.

　　　以下同じ. )に報告し指示を仰ぐこと. 

　　　については, 監督員(契約書に規定する監督員をいい, 標仕の規定による場合は監督職員と読み替える,

　　　においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の規定を遵守すること．図書に表示のないもの

　　　従い処理すること.受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管する場合，または自ら運搬する場合等

　　　関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要綱その他関係法令等に

　(2) 上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利用の促進に

      引き渡しを要する. 

　(1) 工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については, 報告及び

◎発生材の処理等は，次により適正に行う. 

　及び購入土を除くものとする．

　名，施設の種類及び住所を必ず入力しなければならない．ただし，バージン材を使用する生コンクリート

　受注者は，ＣＯＢＲＩＳの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について，その施設

　らない．

　ＯＢＲＩＳにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を作成し，監督員に提出しなければな

　受注者は，再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を作成した場合には，工事完了後速やかにＣ

　受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る再生資源の利用

　資源利用促進計画書を作成し，監督員の確認を受けなければならない．

　建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物を工事現場から搬出する場合には，ＣＯＢＲＩＳにより再生

　工事，又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，アスファルト・コンクリート塊，

　の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省令第20号）第7条で規定される

8000円/10t

10000円/10t

8000円/10t

22,800円/ｔ

　　　上記以外の許可業者の処分場で処分しても差し支えないが，増額変更の対象とはしない．また，この

　　　場合，処分単価の見積書の提出を求め，減額変更を行うことがある．

　　　なお，上記の処分場が徳島県優良産業廃棄物処理業者（以下，「優良産廃処分業者」という．）に認

　　　定されているとき，処分場を変更する場合は原則として優良産廃処分業者に変更すること．ただし，

　　　諸般の事情により優良産廃処分業者以外の処分場で処分を行う場合は，理由書を監督員に提出するこ

　　　また, コンクリート・アスファルト類の搬出先については, 中間処理施設のみとする. 木材について

　　　は, 50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする. 

  (4) 受注者は, 建設副産物が搬出される工事にあたっては, 建設発生土は建設発生土搬出調書, 産業廃棄

　　　物は産業廃棄物管理票(マニフェスト)により, 適正に処理されているか確認するとともに, 監督員に

　　　建設発生土搬出調書(様式3)を提出しなければならない. なお, 監督員等の指示があった場合は直ち

　　　に産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない. 

　　　と．

2.　建設発生土の処理 ◎場外搬出適正処分とする. 

  民間の残土処分場等へ搬出する場合は「徳島県生活環境保全条例」によることとし, 建設発生土の発生場

　所ごとに, かつ4,000立方メートルまでごとに1回採取して, 土壌検査を行うこととする. その他, 「特定

　事業の許可に係る土壌検査及び水質検査の実施における留意点」による. 

　ただし, 建設発生土の公共工事間の利用を行う場合で, 担当者相互の同意が取れた場合には, 分析の必要

　はない. 

◎土壌検査を行った結果, 条例の基準に適合しない場合には, 監督員と協議すること. 
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有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

NON

項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

項　　　目 特　記　事　項

特記仕様書－４

B-006

◎構造体コンクリートの調合管理強度は, 設計基準強度(Fc)に構造体強度補正値(S)を加えた値とする. 

によりセメントの種類及びコンクリートの打込みから材齢

適用箇所

　　ただし, 第３者機関以外で行う場合は, 立ち会い者を定め,監督員の承認を受け, 行うこととする.

1.　一般事項

　28日までの予想平均気温に応じて定める. 

◎コンクリートの強度試験

  コンクリートの強度試験については, 次のとおり取扱うものとする. 

  ・第4週強度確認

　なお, 構造体強度補正値(S)は, 標仕 表6.3.2

2.　コンクリートの仕上がり

◎合板せき板を用いる打放し上げの種別は( A ・ B ・ C )種とする.

◎コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は, による.標仕 表6.2.3

◎コンクリートの仕上がりの平たんさは による。標仕 表6.2.5

  

◎設計基準強度

コンクリート
の種類　　　

設計基準強度
(cm)

スランプ 強度試験の
有無 種別

気乾単位

(t/m３)
強度
調合管理

Fn(N/mm２)
Fc(N/mm２) 容積重量

　・Ⅰ類(JIS A 5308への適合を承認されたコンクリート)

　・Ⅱ類(JIS A 5308への適合したコンクリート)

◎コンクリートの種別

　・Ⅰ類(JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート)

　  原則, 第３者機関にて, 主任技術者又は現場代理人立会いの上, 行うこと.

　　なお, 試験機関を選定した際には, すみやかに監督員に報告すること. 

◎セメントの種類は, ( 普通ポルトランドセメント ・ 混合セメントA種 ・ 高炉セメントB種 ・ フライア

◎受注者は, コンクリートの使用にあたってアルカリ骨材反応を抑制するため, 次の3つの対策の中のいず

　　　ュセメントに適合するフライアッシュセメント［B種またはC種］もしくは混和材をポルトランドセメ

　    骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法またはモルタルバー法)の結果で無害と確認された骨材を使

　 　 試験方法は, JIS A 1145骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(化学法)またはJIS A 5308(レディミ

　　　クストコンクリート)の付属書7「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(化学法)」, JIS A 1146骨材

　　　のアルカリシリカ反応性試験方法(モルタルバー法)またはJIS A 5308(レディミクストコンクリート)

　    アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し, コンクリート1m３に含まれるアルカリ総

　    JIS R 5211高炉セメントに適合する高炉セメント［B種またはC種］あるいはJIS R 5213フライアッシ

3.　普通コンクリート

  ッシュセメントB種 )とする. 

　・高炉セメントＢ種適用箇所(　　　　　　　)

◎細骨材に含まれる塩化物量は, NaCl換算で0.04%以下とする.

◎細骨材としてフェロニッケルスラグ使用( できる ・ できない ).

◎所要空気量は4.5%±1.5%とする.

　れか1つについて確認をとらなければならない.

　(1) コンクリート中のアルカリ総量の抑制

  (2) 抑制効果のある混合セメント等の使用

　　　ントに混入した結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。

  (3) 安全と認められる骨材の使用

　　　用する. 

　　　の付属書8「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(モルタルバー法)」による.　

　　　量をNa2O換算で3.0kg以下にする. 

◎試練りは( 行う ・ 行わない ). 

◎コンクリ－ト中の塩化物量は, 0.3kg/m3以下とし, 試験方法は標仕6.5.4による. 

◎骨材は, による. 標仕6.3.1(2)

◎混和材料を使用する場合の種類は標仕6.3.1(4)によることとし，監督員の承諾を受けること.

　・フライアッシュセメントＢ種適用箇所(             )

◎工事開始に先立ち, 工場を選定し, 監督職員の承諾を受ける. 

工場の指定

4.　レディミクストコンクリート

5.　型枠 ◎型枠は, ( 県産木製型枠 ・ 合板 ・ 金属製 ・ 樹脂系 ・ 打込み型枠 ・ ブロック )とする.

型枠の種別 仕上げ種別 塗装の有無 材質 厚さ 適用箇所

県産木製型枠 －

A　種

B  種

C　種

普通型枠

なし

あり

なし

なし

なし

6.8.2 (2)(ア)

6.8.2 (2)(イ)

6.8.2 (2)(イ)

6.8.2 (2)(イ)

◎打ち放し仕上げのコーンは原則,Pコンとする.また脱型後の穴埋めは,樹脂モルタルにより打ち放し面より

2mm程度,引込める.

12 公民館止水壁合板

◎スリーブの材種(　　塩ビ　　　　　)

◎打ち放し仕上げの打ち増し厚さは（　20　）mmとし,打ち増しの範囲は図示による..

◎除去箇所一覧表

階数 箇所 建　材　種　別 面積室　　　　名 調査方法

図示 図示

図示 図示

図示 図示

図示 図示

図示 図示

みなし

みなし

みなし

みなし

みなし

みなし

床

床

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ及びﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 725㎡

2718㎡ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ+ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

図示 図示

壁・天井

壁・天井

壁・天井

壁・天井

PBｔ-9.5

有孔PBｔ-9.5

2034㎡

724㎡

有孔PBｔ-12.5

PBｔ-12.5 1205㎡

311㎡

図示 図示

図示 図示

みなし

みなし

図示 図示 みなし

図示 図示 みなし

壁・天井

壁・天井

壁・天井

壁・天井

岩綿吸音板ｔ-12

岩綿吸音板ｔ-9

ｹｲｶﾙ板ｔ-6

石綿板

1906㎡

215㎡

92.4㎡

30.0㎡

図示 図示 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水屋上等 1616㎡

図示 図示 みなし56.7㎡砂付きﾙｰﾌｨﾝｸﾞ防水屋上

　(2) 作業計画による作業の記録は,3年間保存すること。

　(1) 施工記録報告書を作成し, 監督員に提出すること. 

◎施工記録等

普通 21 21+3 有 2.4 公民館壁18

1.  材料 規格名称 種類の記号 径(㎜)

鉄筋コンクリート用棒鋼

－
建築基準法の規定に　　
基づき認定を受けた鉄筋

溶接金網及び鉄筋格子 網目の形状：    寸法：    径：　　

規格番号

JIS G 3112

－

JIS G 3551

SD295 10、13、16

2.  材料試験

  ただし, 規格証明書を提出し, 監督員の承諾を得ること. 

◎材料試験は行わない. 

◎鉄筋の継手は( 重ね継手 ・ ガス圧接継手 ・ 機械式継手　・　溶接継手 )とする. 3.  鉄筋の継手及び定着

◎結束線の端部は内側に折り曲げる. 

◎鉄筋の継手の位置は図示による. 

◎先組み工法の柱, 梁の主筋の継手は同一箇所としてもよい. 

◎耐力壁の鉄筋を重ね継手とする場合，重ね継手の長さは（　　）mmとする.

◎柱, 梁の主筋は, (・ガス圧接継手,・機械式継手）とする.

4.  鉄筋のかぶり厚さ及び間隔 ◎柱, 梁の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは, 標仕表5.3.6の数値に10㎜を加えた数値を標準とする. 

◎鉄筋の定着方法及び長さは図示による.

◎鉄筋の90°未満の折曲げの内法直径は図示による.

◎目地がある場合のかぶりは, 目地底からの寸法とする. 

◎杭基礎の場合のかぶりの厚さは, 杭天端からとする. 

◎各部の配筋は, 図示による. 図示されていない場合は, 標仕参考図［1節－基礎及び基礎梁の配筋］～

　［7節－梁貫通孔その他配筋］による.

5.　 配筋検査

  員の検査を受ける. 

◎主要な配筋は, コンクリート打込みに先立ち, 種類, 径, 数量, かぶり, 間隔, 位置等について, 監督職

6.　あと施工アンカー工事

  るものとし, これらを証明する資料を提出し, 監督員の承諾を受けること. 

◎あと施工アンカー作業における技能者は、あと施工アンカー工事の施工に関する十分な経験と技能を有す

◎埋込み配管等に当たった場合は, 直ちに穿孔を中止し, 監督員に報告し指示を受けること. 

◎鉄筋等に当たった場合は, 穿孔を中止し, 付近の位置に再穿孔を行うこと. 中止した孔は, モルタルで充

  てんすること.

◎あと施工アンカーは( 金属系アンカー ・ 接着系アンカー )とする. 

　・金属系アンカー

　　引張耐力(　　)とする. せん断耐力(　　)とする. アンカー本体の径(　　), 埋込深さ(　　)とする.  

    アンカーセット方式は本体打ち込み式とする. 

    接合筋の種類は(　　), 径(　　), 長さ(　　)とする. 

  ・接着系アンカー

　1ロットは(・1日に施工されたものの径･仕様ごと　・　　　　　)とする.

1.　一般事項

  提出する。

 

◎鉄骨製作工場には施工管理技術者を( 置く ・ 置かなくともよい ）

◎工事現場には, 鉄骨製作工場名等を記載した板(30～35×45cm)(H.4.9.30 住指発第347号)を掲示すること.

2.　材料 ◎鋼材は次による. 

種類の記号 適　用　箇　所規格番号・規格名称等

◎製作工場は, 国土交通大臣の認定による(　Ｒ　　)グレ－ド工場とし, その証明となる資料を監督職員に

SS400

SS400

B.PL

H-200*200*8*12

地階電気室等

地階電気室等

◎溶接材料は, 母材の種類, 寸法及び溶接条件に相応したもので, 製作工場の通常使用のものとする. 

  ・無収縮モルタルの品質及び試験方法は, 標仕 表7.2.6による.

  ・砂, 配合比等は, 製造所の仕様による. 

  ・セメントは, JIS R 5210による普通又は早強ポルトランドセメントとする. 

◎柱底均しモルタルを無収縮モルタルとする場合は次による. 

  ・混和材は, セメント系膨張材(酸化カルシウム, カルシウム・サルフォ・アルミネート等によって膨張

    する性質を利用するもの)とする. 

3.　材料試験 ◎JIS規格品は, 材料試験は行わない. 

  ただし, 規格証明書を提出し, 監督員の承諾を得ること. 

◎トルシア形高力ボルトは, 製品に対する製造管理方法及び品質管理試験の結果を, 監督員に提出し承諾を

  受けること. 

◎板厚方向の引張試験を( 行う ・ 行わない ).

4.　工作一般

◎床書き現寸図は作成( する ・ しない ).

◎高力ボルト，普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離, ボルト間隔, ゲージ等は図示による. 

◎仮設のため鉄骨に補助材等取付け及び貫通孔等を設ける場合は, 工場溶接を原則とし, 現場溶接となる場

◎仮組を( 実施する ・ 実施しない ). 

  合は監督員の承諾を得ること. 

　H12建告第1464号第二号イ(１)(２)のただし　書きによる補強は、「突き合わせ継手の食い違いのずれの

　検査・補強マニュアル」による。

◎鉄骨の製作精度は,　標準仕様書7.3.3及びH12建告第1464号第二号イによる。

◎溶接作業は, 工場作業を原則とする. 

　ただし, やむを得ない場合は監督員の承諾を得ること. 

◎溶接技能者に対して, 技量付加試験を( 行う ・ 行わない ). 

◎開先の形状は構造図による. 

◎溶接部の余盛り高さは, JASS6 付則6〔鉄骨精度検査基準〕付表3〔溶接〕による. 

◎スカラップの形状は, 図示による. 

◎完全溶込み溶接部は超音波探傷試験を( 行う ・ 行わない ). 

　試験を行う場合の平均出検品質限界(AOQL)は( 2.5％ ・ 4％ )とする. 

試験箇所試験の種類

超音波探傷試験

試 験 数 備　　考

◎エンドタブの切除は( 行う ・ 行わない ). 行う場合は図示による. 

◎エンドタブ,裏当て金等は,梁フランジ等の端から,1～5mm残して,部材断面を欠損しないよう直線上に切断す

　る.なお,切断線が交差する場合は,交差部をアール状に加工する.

◎低応力高サイクル疲労を受ける部位は、図示による.

全て 完全溶込み溶接部全て

1.　設備機器類 ◎調査分析の結果，PCBを含む恐れのある機種は，養生の上，調書を添えて引き渡しとする.

関する法律に基づき回収及び破壊処理を行うこと.

◎家電リサイクル法に該当する機器については，家電リサイクル法に基づき処理すること.

◎空調機器の撤去･処分を行う場合は，フロン類冷媒について，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に

◎施工確認試験を( 行う ・ 行わない ). 　確認強度(D16 39.1KN、D19 44.7KN、M20 38.4KN　)

    アンカーの種類はカプセル型（ガラス製）とする.

    せん断耐力(D16 41.1KN、D19 69.3KN、M20 40.3KN)とする. 

    引張耐力(D16 58.7KN、D19 67.1KN、M20 57.6KN)とする. 

分析

解体工事（１）

みなしﾀﾞｸﾄ ｼﾞｮｲﾝﾄﾊﾟｯｷﾝ駐車場等B1等

6章　鉄筋工事

7章　ｺﾝｸﾘｰﾄ・型枠工事 8章　鉄骨工事

9章　設備関係の処理

5.　溶接接合



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

●工事名 ●図面番号
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工事場所：徳島市徳島町城内２番地１

1/200

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

丈量図、附近見取図

　■附近見取図

B-007

出典：国土地理院発行 2.5万分1地形図　基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成

解体工事（１）
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徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

配置図
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駐輪場

看板

駐輪場
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室外機×2

配置図　1／200

排水桝

隣地ピロティ進入路

水栓柱 量水器
警告灯

隣地駐車場進入路

側溝（隣地側）

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ切ﾗｲﾝ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

精算機 ｹﾞｰﾄ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｽﾁｰﾙ門扉

※ﾊｯﾁ部は特記無き限り解体すること

発券機

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-0.9ｍ

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ撤去

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎：W-4900 D-800 H-150 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎：W-5100 D-800 H-150

排水桝

都市ガス

排水桝

消火器ﾎﾞｯｸｽ

1/200

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

地下ｵｲﾙﾀﾝｸ

中央公民館

排水桝

A'

BB'

C' C

A

B-008

電柱撤去

ﾌﾗｯｸﾞ用ﾎﾟｰﾙ×3
（2階ﾃﾗｽ）

56
,
5
00

ｹﾞｰﾄ、発券機、精算機解体（基礎共）

警告灯撤去（基礎共）

看板撤去（基礎共）

オブジェ移設（別途工事）基礎解体は本工事

排気筒

排水桝

±0

-10

-50

-50

+1150

+50

-115

+40

看板撤去（基礎共）

懸垂幕枠

-90

▽
道

路
境

界
線

+1310

照明

+435

-120

+90

+1020+1210

+35

自動販売機（別途工事）

自動販売機×2（別途工事）

電柱（別途工事）

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-1,500（存置）

植込みH-0.8ｍ（別途工事）

低木H-2.0ｍ（別途工事）

解体工事（１）
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管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課
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仮
囲

い
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成
形

鋼
板

H
-
3
0
0
0

GL-3500

壁天端GL-950

壁天端GL-950

壁天端GL-1500

壁天端GL-1500

壁天端GL-1500

GL+300

GL-350

柱天端GL-1500

　は再生砕石敷を示す

　は既存土整地範囲を示す

　は既存ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装範囲を示す

■凡例

GL-1500

8,000
8
,
0
0
0

14,72
4

6
,
0
0
0

解体後配置図

3,000

A'

BB'

C' C

A

B-009

補強斜柱

補強斜柱

2
,
9
5
0

1
,
7
5
0

1
,
6
0
0

1,000

補強斜柱

解体後配置図　1／200

GL-100

GL-100 GL-50

GL-10

GL-10

GL±0

GL-120

GL-120

GL±0

GL-150 GL-1500

GL-1500

GL+500

GL+800

1,000

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-1,500（存置）

解体工事（１）

地階新設RC壁（本工事）



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

看板

警告灯

量水器

隣地駐車場進入路

▽敷地境界線47,600側溝（隣地側）

配置図　1／400

▽
敷
地
境
界
線

59
,0
71

▽
道

路
境

界
線

56
,5

00

10,065

2
,1

90

4,059
16,327

14,72
4

▽道路境界線
1,750

1,920

18,45
0

徳島市道

ポンプ場

　は枠組み本足場W-900を示す

※外周部には防音シートを取り付けること

17,500

(最大道路幅員)

　は防護棚下部１段を示す

　は防護棚上部１段を示す

　は防護棚２段を示す

外壁塗材撤去時仮設計画図

外壁塗材撤去時仮設計画図

4
,5

00

駐輪場
隣地ピロティ進入路

交　　 は交通誘導員配置場所を示す

4
,2

00

26
,6

00
9
,2

6
5

13
,0

55
9
,2

6
5

2
6,

58
0

3
,0

70

29
,6

5054,170

37,960 3,785

7,445 27,602.5 10,047.5

6
,5

45

5,060

12,925

3,850

3,350 4,095 27,602.5 6,262.5

6,1609,075

6,520 30,985 13,110 3,555

50,615

1,480

35,085

2
2,

32
0

3,
05

0
9
,2

6
5

13
,0

55

2
2,

32
0

48
,9

20

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

交

5,000

都市ガス 排水桝

排水桝

排水桝

　は成形鋼板H-3000を示す

■凡例

　はｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH-1800を示す

点線部：地階ｽﾛｰﾌﾟ部分の足場位置を示す

交

4
,
61

0

精算機 ｹﾞｰﾄ

発券機

交

地下ｵｲﾙﾀﾝｸ

シートゲートW-5000

5,
00

0

4
,5

00
1
,9

89

4,
00

0

15,000

5
0,

00
0

3,000

現場事務所

12000*6000

現場事務所

12000*6000
便所

朝礼等スペース

便所

39000*7000

10,0
00

43
,0

00

10,00
0

キャスターゲートW-10000

切
下

げ
W5

,
00

0

敷鉄板ｔ-25 1219*2438（２月以降）

1/400

13,000

8,500

仮囲い：成形鋼板H-3000

B-010

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-1,500（存置）

排気筒

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-
30

00
 
W≒

1
20

ｍ

仮囲い：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH-1800 W≒33.37ｍ

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-
30

00
 W

≒
1
20

ｍ
仮

囲
い

：
成

形
鋼

板
H
-
3
0
0
0

解体工事（１）

仮囲い：成形鋼板H-3000 W≒
60,250

交

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-3000 W≒
65,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000 W≒

62,200

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（下水道）

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（光ケーブル）

跨線橋



ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（下水道）

10
,00

0

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

警告灯

量水器

隣地ピロティ進入路

隣地駐車場進入路

▽敷地境界線47,600側溝（隣地側）

配置図　1／400

▽
敷
地
境
界
線

▽
道

路
境

界
線

5
6,

50
0

10,065

2
,1

9
0

4,059
16,327排水桝

14,72
4

▽道路境界線
1,750

1,920

18,45
0

徳島市道

ポンプ場

１ｽﾊﾟﾝ残し ≒11,810１ｽﾊﾟﾝ残し ≒5,000

17,500

(最大道路幅員)

北棟解体時仮設計画図

北棟解体時仮設計画図

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

59
,0
71

1,25
3.7

3,06
6

都市ガス 排水桝

排水桝

排水桝

　は枠組み本足場W-900を示す
※外周部には防音シートを取り付けること

　は防護棚下部１段を示す

　は防護棚上部１段を示す

　は防護棚２段を示す

交　　 は交通誘導員配置場所を示す

　は成形鋼板H-3000を示す

■凡例

　はｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH-1800を示す

交

4,
61

0
4
,0

00

シートゲートW-4000

敷鉄板ｔ-25 1219*2438

地下ｵｲﾙﾀﾝｸ

交

解体重機

7760*6160

ﾌﾞｰﾑ先まで24760

解体重機

7760*6160

ﾌﾞｰﾑ先まで24760

重機運搬ﾄﾚｰﾅｰ

15000*3500

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ60ｔ

7500*5000

3,000

15,000

15,000

敷鉄板ｔ-25 1219*2438

現場事務所

12000*6000

現場事務所

12000*6000
便所

朝礼等スペース

便所

39000*7000

3
,9

44
.7

2,657.9

交

キャスターゲートW-10000移設

1/400

13,000

8,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000

仮囲い：成形鋼板H-3000

B-011

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-1,500（存置）

仮囲い：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH-1800 W≒33.37ｍ
仮

囲
い

：
成

形
鋼

板
H
-3

00
0 

W≒
1
20

ｍ

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H
-3

00
0 

W≒
1
2
0ｍ

解体工事（１）

仮囲い：成形鋼板H-3000 W≒
60,250

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-3000 W≒
65,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000 W≒

62,200

交

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（光ケーブル）

跨線橋



ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（下水道）

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

1,920

警告灯

量水器

隣地ピロティ進入路

隣地駐車場進入路

▽敷地境界線47,600側溝（隣地側）

配置図　1／400

▽
敷
地
境
界
線

59
,0
71

▽
道

路
境

界
線

56
,5

00

10,065

2
,1

90

4,059
16,327排水桝

14,72
4

▽道路境界線
1,750

18,45
0

徳島市道

ポンプ場

17,500

(最大道路幅員)

南棟PH解体時仮設計画図

南棟PH解体時仮設計画図

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

都市ガス 排水桝

排水桝

排水桝

　は枠組み本足場W-900を示す

※外周部には防音シートを取り付けること

　は防護棚下部１段を示す

　は防護棚上部１段を示す

　は防護棚２段を示す

交　　 は交通誘導員配置場所を示す

　は成形鋼板H-3000を示す

■凡例

　はｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH-1800を示す

地下ｵｲﾙﾀﾝｸ

交

解体重機

7760*6160

ﾌﾞｰﾑ先まで24760

解体重機

7760*6160

ﾌﾞｰﾑ先まで24760

3,000

15,000

40
,0

00

敷鉄板ｔ-25 1219*2438

キャスターゲートW-10000

10ｔダンプ（廃材搬出）

12000*2500

現場事務所

12000*6000

現場事務所

12000*6000
便所

朝礼等スペース

便所

39000*7000

10,0
00

交
仮囲い：成形鋼板H-3000仮囲い：成形鋼板H-3000

1/400

13,000

8,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000

仮囲い：成形鋼板H-3000

B-012

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-1,500（存置）

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H
-3

00
0 

W≒
1
20

ｍ

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H
-
3
0
0
0

解体工事（１）

キャスターゲートW-5000

仮囲い：成形鋼板H-3000 W≒
60,250

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-3000 W≒
65,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000 W≒

62,200

交

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（跨線橋）

跨線橋

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（光ケーブル）



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

1,920

警告灯

量水器

隣地ピロティ進入路

隣地駐車場進入路

▽敷地境界線47,600側溝（隣地側）

配置図　1／400

▽
敷
地
境
界
線

59
,0
71

▽
道

路
境

界
線

56
,5

00

10,065

2
,1

90

4,059
16,327排水桝

14,72
4

▽道路境界線
1,750

18,45
0

徳島市道

ポンプ場

17,500

(最大道路幅員)

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

都市ガス 排水桝

排水桝

排水桝

　は枠組み本足場W-900を示す

※外周部には防音シートを取り付けること

　は防護棚下部１段を示す

　は防護棚上部１段を示す

　は防護棚２段を示す

交　　 は交通誘導員配置場所を示す

　は成形鋼板H-3000を示す

■凡例

　はｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH-1800を示す

地下ｵｲﾙﾀﾝｸ

解体重機

7760*6160

ﾌﾞｰﾑ先まで24760

解体重機

7760*6160

ﾌﾞｰﾑ先まで24760

交

現場事務所

12000*6000
便所

39000*7000

朝礼等スペース

15,000

敷鉄板ｔ-25 1219*2438

キャスターゲートW-10000

10ｔダンプ（廃材搬出）

12000*2500

交

10,0
00

南棟解体時仮設計画図

南棟解体時仮設計画図

仮囲い：成形鋼板H-3000 仮囲い：成形鋼板H-3000

1/400

13,000

8,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000

仮囲い：成形鋼板H-3000

B-013

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-1,500（存置）

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-
30

00
 W

≒
1
20

ｍ
仮

囲
い

：
成

形
鋼

板
H
-
3
0
0
0

解体工事（１）

仮囲い：成形鋼板H-3000 W≒
60,250

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-3000 W≒
65,500

キャスターゲートW-5000

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000 W≒

62,200

交

跨線橋

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（下水道）

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す

　　　 　　　　（跨線橋）

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（光ケーブル）



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

1,920

隣地ピロティ進入路

隣地駐車場進入路

▽敷地境界線47,600側溝（隣地側）

配置図　1／400

▽
敷
地
境
界
線

59
,0
71

▽
道

路
境

界
線

56
,5

00

10,065

2
,1

90

4,059
16,327排水桝

14,72
4

▽道路境界線
1,750

18,45
0

徳島市道

ポンプ場

17,500

(最大道路幅員)

地上解体完了時仮設計画図

地上解体完了時仮設計画図

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

都市ガス 排水桝

排水桝

排水桝

　は枠組み本足場W-900を示す

※外周部には防音シートを取り付けること

　は防護棚下部１段を示す

　は防護棚上部１段を示す

　は防護棚２段を示す

交　　 は交通誘導員配置場所を示す

　は成形鋼板H-3000を示す

■凡例

　はｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH-1800を示す

地下ｵｲﾙﾀﾝｸ

交

現場事務所

12000*6000
便所

39000*7000

朝礼等スペース

15,000

敷鉄板ｔ-25 1219*2438

キャスターゲートW-10000

10ｔダンプ（廃材搬出）

12000*2500

10,0
00

交
仮囲い：成形鋼板H-3000 仮囲い：成形鋼板H-3000

1/400

13,000

8,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000

仮囲い：成形鋼板H-3000

B-014

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-1,500（存置）

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-
30

00
 W

≒
1
20

ｍ
仮

囲
い

：
成

形
鋼

板
H
-
3
0
0
0

解体工事（１）

仮囲い：成形鋼板H-3000 W≒
60,250

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-3000 W≒
65,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000 W≒

62,200

交

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す

　　　 　　　　（跨線橋）

ﾊｯﾁ部：周辺工事範囲を示す（下水道）

跨線橋



▽
道

路
境

界
線

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

1,920

隣地ピロティ進入路

隣地駐車場進入路

▽敷地境界線47,600

配置図　1／400

▽
敷
地
境
界
線

59
,0
71

56
,5

00

10,065

2
,1

90

4,059
16,327排水桝

14,72
4

▽道路境界線
1,750

18,45
0

ポンプ場

17,500

(最大道路幅員)

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H
-
3
0
0
0

解体工事完了時仮設計画図

解体工事完了時仮設計画図

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

GL-150

壁天端GL-1500

壁天端GL-1500

壁天端GL-1500

壁天端GL-950

壁天端GL-950

壁天端GL-1500

都市ガス 排水桝

排水桝

排水桝

　は枠組み本足場W-900を示す

※外周部には防音シートを取り付けること

　は防護棚下部１段を示す

　は防護棚上部１段を示す

　は防護棚２段を示す

交　　 は交通誘導員配置場所を示す

　は成形鋼板H-3000を示す

■凡例

　はｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH-1800を示す

GL-3500

地下ｵｲﾙﾀﾝｸ

仮囲い：成形鋼板H-3000 仮囲い：成形鋼板H-3000

1/400

8,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000

仮囲い：成形鋼板H-3000

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-
30

00

13,000
仮囲い：成形鋼板H-3000

B-015

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-1,500（存置）

GL-3500

GL+300

GL-350

GL-1500

GL-100

GL-100 GL-50

GL-10
GL-10

GL±0

GL-120

GL-150 GL-1500

GL-1500

GL+500

GL+800

解体工事（１）

仮囲い：成形鋼板H-3000 W≒
60,250

仮
囲

い
：

成
形

鋼
板

H-3000 W≒
65,500

仮
囲
い
：
成
形
鋼
板
H-3000 W≒

62,200



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

地階面積表

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

64

11

01

725

02 03

04

05

06

07

08

09

10

12

13

14

15

18

19

20

21

24

25

26

2728

2930

31
32

34

35

38

1617

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

5354

55

57

56

58

59

60

61

62

63

65

66

67

4,410 3,340 2,400 7,100

1,
5
5
0

1
,
4
10 2
,
9
60

3
40

2,130

3,320

3
,
34
0

6,640

1
3
,0
0
0

8,
3
6
0

9,970

2.130

8
,
70
0

3,860

1
4
,3
2
0

700

6
,5
5
0

800

4,170

2,
4
4
0

2,
5
0
0

3,
7
6
0

8,
7
0
0

2,280

660

1,390

3
,
76
0

2
,
50
0

2
,
44
0

9,410

2,780

3
,
0
90

12,500 2
,
3
20

33
4,7002

,
3
20

1,350

2,
6
0
0

1,
7
5
0

1,920

5,940

2,
2
0
0

37

36

2,670

4,
3
5
0

8,090

5,
3
7
0

39'

4,600

6
,7
0
0

2
,
15
0

5,400

3,
1
5
0

11,800

1
2
,
0
00

3,170

5,
3
9
0

9,920

8
,
9
30

1,5902,
3
8
0

1,590

1
,6
7
0

2,
8
0
0

2,
0
8
0

1,420

1
,
2
20

1,380

1,780

3,670

1,3501,920

3,2701,950

6
8
0

5
,
3
90

3,380

6,
7
3
0

1
1
,2
8
0

2,500

4,
3
2
0

7,720

14
,
2
6
0

20,3706,750

1
1
,8
3
0

8
4
0

8,590

5,210

5,400

3
,3
7
5

4
1
5

22

23

2
4,
5
0
0

2
4
,
17
5

70
0

7
,
64
0

10'

25,550

8
,
2
90

8
,
29
0

7
,5
9
5

6
8
0

1
8
,4
8
5

3.510

9.23

面積

小　計

地階床面積(合計) ㎡

＝

＝

＝

㎡

㎡

13.068

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

48

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

30.820

11.610

17.010

141.600

17.086

88.586

3.784

10.415

1.732

3.284

11.659

8.735

5.461

3.780

5.376

6.802

1.326

46.300

22.747

10.800

30.82

11.61

17.01

263.20

14.94

8.74

9.24

12.18

47.63

22.75

10.80

1.732 74.408 74.41

＝ 43.443

＝ 0.986

㎡44.43

4.992

18.06

＝

＝

㎡

5.723

11.615 11.62

143.438

35.650

79.853

5.670

101.620

35.063

376.539

777.85

1,384.52

2,827.97

備考

-

7.720

20.370

6.750

8.590

1.350

部屋名 記号

各部屋面積  算定表

36

37

38 ×

×

×

階段(1)

EVﾎｰﾙ

5.940 2.200

4.350

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

通路(2)

階段(2)

車路

風除室

×67

駐車場

機械室

×

×

4.600

5.400

5.400

11.800

3.170

9.920

1.590

1.590

1.420

1.380

1.780

3.670

3.270

1.350

1.920

3.270

1.950

8.590

3.380

6.750

2.500

2.500

6.750

5.210

6.700

2.150

3.150

12.000

5.390

8.930

2.380

6.550

1.220

2.380

6.550

2.380

1.670

2.800

2.800

2.080

0.680

5.390

6.730

11.280

4.320

18.580

14.260

11.830

0.840

11.830

6.730

39 ×8.090 5.370

39' ×1.450 0.680

1.920 2.600

2.670

×

×34

35

1.750

2.600

3.270

18.485

面積

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝ ㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

小　計

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

＝ ㎡

14.884

11.273

8.100

11.005

10.011

15.984

0.724

9.827

22.178

86.320

50.730

17.807

75.722

18.531

10.175

10.425

15.679

19.836

0.274

11.523

15.679

10.425

10.175

19.836

12.093

227.487

625.975

14.88

11.27

8.10

11.00

10.01

16.71

9.83

22.18

86.32

50.73

10.18

10.43

15.68

19.84

11.80

15.68

10.43

10.18

12.10

19.84

853.46

1,443.45

備考

ｻｰｸﾙ連絡室

消火設備室

＝

＝

29.000

10.904

㎡

＝ 8.590

＝ 11.927

20.52

152.38

＝

＝

＝ 30.502

4.585

5.240

㎡39.90

㎡

㎡

(67.93)

(68.23)

倉庫(B-2)

前室

倉庫(B-1)

倉庫(B-5)

倉庫(B-6)

倉庫(B-4)

倉庫(B-3)

小計

小計

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

部屋名 記号

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

用具庫

倉庫(B-10)

階段(3)

通路(4)

電気室

階段(4)

1.550

1.410

2.960

0.340

2.960

3.340

13.000

4.410

3.340

2.400

7.100

7.100

2.130

3.320

6.640

6.640

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

11

12

13

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

女子ｼｬﾜｰ室

女子ﾛｯｶｰ室

女子便所

女子洗面

男子便所

男子洗面

男子通路

ｲﾝﾄﾞｱ運動場

女子通路

廊下(1)

待合いﾎｰﾙ

男子ｼｬﾜｰ室

男子ﾛｯｶｰ室

8.360

8.700

2.440

2.500

3.760

8.700

8.290

3.760

2.500

2.440

8.700

8.700

2.130

9.970

2.130

4.170

4.170

4.170

2.280

0.660

1.390

4.170

4.170

4.170

2.280

1.390

9.410

10' ×6.640 7.640

3.375

3.375

3.375

5.400

0.415

24.175

24.50025.550

7.595

×

×

32

33体育倉庫

2.320

2.320

12.500

4.700

多機能便所

(ｼｬﾜｰｽﾍﾟｰｽ共) ×31 3.0902.780

×14 3.0903.860

×

×

×15

16

17

14.320

6.550

6.550

2.130

0.700

0.800

自家発電機室

倉庫(B-9)

倉庫(B-8)

倉庫(B-7)

倉庫(ｻｰｸﾙ連絡)

計算式 計算式

1/200

B-016解体工事（１）



3.650

6.456

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

15,700

15

0101 02

2
,
31
0

20,600

05

06

08

10 1112

12'

13

17

18

19

20

21

30

22

23

24

25

26

27

2931

32

34

5,730 4,200 2,0952,500 2,4004,450 1,300

3,
8
2
0

2,
8
3
0

1
9
,5
0
0

9,785

1
3
,
9
00

9,265

14

23,460

6,
5
5
0 4
,
77
5

1,
7
7
5

4
,
3
25

2
,
22
5

3,275 1,800 2,100 1,600 2,200 1,620 1,715 5,700 7,500 2,665 3,2751,520 7,580

2,865 12,820 3,000

28

5,
3
7
5

2,
7
5
0

5
,1
0
0

7
,
85
0

2,150 4,985

3,
5
0
0

7
,5
0
0

7,835

7,500

2
,
00
0

5,
5
0
0

3
,
2
00

4
,
2
65

600

35

36

37

38

39

40

0409

03

4,930 4,855

4
,
8
55

6,
5
5
0

7,500

吹抜

3,
2
1
0

3,
9
8
5

10,060

2,
4
1
5

2,
1
5
0

7,150

5
,
6
50

6
,7
0
0

3,345

▲

▲ ▲

▲ ▲

550

11
,
0
0
0

41

42434445

50

51

7,530

33

4647

48

375

6
,
20
0

07

16

6,800

3,900 2,900

4,
2
5
0

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

37.34

10.61

3.91

㎡20.99

㎡83.67

備考

54.84

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

49.65

9.96

11.79

14.61

㎡

㎡56.66

36.27

㎡2.48

26.26

21.15

≒40㎡程度

備考 部屋名 記号 計算式

各部屋面積  算定表

小　計

36

37

38

39

35

34便所

DS

湯沸室

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

SPC用事務ｽﾍﾟｰｽ

× ＝

×

×

×

×

×

×

×

5.700 6.550

1.620 6.550

2.200 4.775

1.600 6.550

2.200 1.775

7.835 3.500

7.500 7.500

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

37.335

10.611

10.505

10.480

3.905

27.423

56.250

１階床面積(合計 )

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

11.79

6.46

11.53

22.50

41.25

15.13

14.29

18.39

13.48

30.75

21.15

110.45

倉庫(県･SPC)

ｷｯｽﾞｺｰﾅｰ 4.985 11.000 54.835

青団連室

DS

通路(2)

階段(2)

×

×

×

×

×

×

7.580 6.550

1.520 6.550

1.800 6.550

2.865 5.100

4.665

7.850

＝

＝

＝

＝

＝

＝

49.649

9.956

11.790

14.612

×

×

＝

＝観覧席

23.460 2.415

15.700 2.310

56.655

36.267

× ＝壁厚分 33.000 0.075 2.480

26.258

×3.275 6.550 ＝ 21.451
0.5500.550 2×× 1/2×▲ 0.302▲＝

警備室

休養室

保健室

㎡㎡

(応接室共)

廊下(1)

㎡

㎡83.34

㎡㎡119.34

㎡

※うち増築分面積

※うち増築分面積

※うち増築分面積
28.90

103.545

0.656

25.075

129.28
※うち増築分面積

×

部屋名 記号 計算式

01 ＝

小　計

02

03

04

05

06

07

08

09

10

倉庫(1-1)

階段(4)

ｻﾎﾟｰﾀｰｸﾗﾌﾞ

観覧ｽﾍﾟｰｽ
ｲﾝﾄﾞｱ運動場

・

・

県民ｷﾞｬﾗﾘｰ
情報発信基地､

県民ｷﾞｬﾗﾘｰ
食育ｷﾞｬﾗﾘｰ

ﾛﾋﾞｰ

・

・

× ＝

× ＝

＝

＝

＝

× ＝

＝

× ＝

× ＝

4.450

5.730

4.200

( ) ×+ 1/2×2.500

1.300 6.200

( ) ×+ 1/2×

3.820

3.820 6.200 2.400

( ) ×+ 1/2×6.200 2.095

× 1/2×4.855 4.855

4.930 2.830

自販機ｺｰﾅｰ

食品倉庫

11

12

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

× ＝

＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

( ) ×+ ×3.200

厨房

・

・

ﾎｰﾙ

受付

・

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

階段ﾎｰﾙ

EVｼｬﾌﾄ

階段(1)

風除室

13.900

7.500 6.550

7.500 2.000

2.665 4.325

3.000 7.500

7.500 5.500

12.820

1.715 6.550

2.865

2.100 6.550

2.150

2.750

11.785

12.024

8.060

13.952

49.125

15.000

11.526

22.500

41.250

28.525

11.233

15.399

13.755

14.427

・
更衣･休憩室

ﾎｰﾙ

・

食育ｷﾞｬﾗﾘｰ
ｷｯﾁﾝｽﾀｼﾞｵ

× ＝3.000 5.725 17.175
(▲ + ×) × 1/2 ＝▲5.067 5.725 0.380 2.050

3.210

3.210

3.210

10.6683.985

10.600

×1/2 2

13

14

× ＝

× ＝

19.500

2.415

7.150 5.650

2.150

6.700

14.285

18.393

13.482

40.398

× ＝3.275 6.550 21.451
0.5500.550 2×1/2×▲ 0.302▲＝

10.06 196.170

2.665 2.225 5.929

倉庫(1-2)

階段(3)

図書ｺｰﾅｰ

前室

事務室(県直営)

廊下(2)

1.7500.375 0.656

3.900

3.650 2.900

6.800

6.800 4.250

94.520

10.585

14.235

28.900

×

面積 面積

１階面積表

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

1/200

B-017

1.345

1.750 18.550

4.265 0.600 4.479

9.265 22.375

5.375

7.530 20.708

255.53

20.708

5.100 23.792 23.792

3.345

824.99

3,
6
5
0

解体工事（１）

52 2,
2
9
5

2,680

53

2
,
21
5

1
,
7
5
0

㎡× ＝52 2.095 2.215 × 1/2 2.320 2.32

㎡× ＝53 2.680 2.295 6.151 6.15

徳島銀行 ATM

472.45

1,297.44



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

01

3
,3
7
5

01 02

2
,
31
0

20,600

5,730 2,0952,4004,450 1,300

6
,
2
00

4,
0
0
0

2,
3
8
5

6
,5
5
0

3,275 1,800 1,620 1,715 5,700 7,500 2,665 3,2751,520

7,165 3,000

6
,5
5
0

7,5001
1,
0
0
0

10,67015,590 4,320 4,330

2,
8
3
0

3
,3
7
5

3,0603,610

03 04

05

06 07

10

11

7,5003,000

7
,
47
5

3
,5
2
5

2,
2
2
5

15,000

25,835

2,
3
8
5

10,46523,390

吹抜

12

13

14

15

16

17

18

1920

21

222324252627

08

09

2,
3
8
5

4
45

2829

3031

3233

1
3,
2
0
0

7,
9
2
0

4,400

34

35

363738

39

40

4,
3
2
5

2
,
22
5

5,
7
5
0

7
,
4
75

9,785

11,100

7,400

9,41025,500

22
,
4
6
0

▲ ▲

▲ ▲

550

6,830 6,650

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

17.25

22.43

82.50

165.00

82.50

10.58

22.43

402.69

備考部屋名 記号 計算式

各部屋面積 算定表

小　計

36

37

38

39

34

35

倉庫(2-1)

倉庫(2-2)

卓球場(1)

卓球場(2)

小体育室

前室

機械室 40

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

２階床面積 (合計)

3.000 5.750

3.000 7.475

7.500 11.000

15.000 11.000

7.500 11.000

3.000 3.525

3.000 7.475

17.250

22.425

82.500

165.000

82.500

10.575

22.425

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

15.02

19.34

12.18

10.33

30.23

11.53

136.29

37.34

10.61

44.22

45.42

9.96

24.65

36.01

27.08

21.15

備考

㎡230.11

㎡65.07

×

部屋名 記号 計算式

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

＝

小　計

倉庫(2-3)

× ＝

× ＝

× ＝

＝

× ＝

＝

× ＝

＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

空調機械室

階段(3)

階段(4)

11

( ) ×+ 1/2×

( ) ×+ 1/2×

( ) ×+ 1/2×

健康ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室

4.450 3.375

5.730 3.375

3.610 3.375

3.060 3.375

6.2003.375 2.400

6.200 1.300

4.000 6.200 2.095

0.4457.400

7.400 9.785 2.385

11.100 13.200

4.400 7.920

10.465 2.385

7.500 6.550

7.165 2.225

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

EVｼｬﾌﾄ

階段(1)

廊下

通路(2)

DS

DS

階段(2)

男ｼｬﾜｰ､ﾛｯｶｰ､WC

女ｼｬﾜｰ､ﾛｯｶｰ､WC

体育室

用具庫(1)

用具庫(2)

2.665 4.325

2.665 2.225

23.390 2.385

1.715 6.550

1.800 6.550

25.835 2.225

5.700 6.550

1.620 6.550

6.650 6.650

6.6506.830

1.520 6.550

4.330 2.310

4.320 2.310

9.410

22.460

10.670

25.500

2.310

2.31015.590

8.060

3.293

11.490

10.680

20.493

15.019

19.339

12.184

10.328

146.520

34.848

24.959

49.125

15.942

11.526

5.930

55.785

11.233

11.790

57.483

37.335

10.611

44.223

45.420

9.956

10.002

9.979

572.730

24.648

36.013

× ＝

× ＝

3.275 6.550

3.275 6.550

21.451

21.451

0.5500.550 2×× 1/2×▲ 0.302▲＝

0.5500.550 2×× 1/2×▲ 0.302▲＝

ﾎｰﾙ

通路･便所･倉庫

便所(男･女･多)

面積 面積

２階面積表 1/200

B-018

22.135 208.290

801.00

1,990.23

解体工事（１）

1,587.54



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

1,
3
8
5

8,3301,610

01

3
,3
7
5

01 02

6
,5
5
0

3,275 1,800 1,620 1,715 5,700 7,500 2,665 3,2751,520

6
,5
5
0 4,

3
2
5

2
,
22
5

6,830 6,650

吹抜

4,325 5,665 1,810

4,
5
6
0

3,
8
0
0

545

975

5,555 545 3,285

22,710

7
6
0

5
,4
7
5

03

4,
0
2
0

04

05

06

11

13

14

18

19

10

2
,
34
5

08

07

09

16

17

▲

▲

21

22

23

24

25

26

27

282930313233

1,
3
3
5

8
0
0

2,390 6,650

13,275
▲

▲

▲

1
,
58
0

1
,
3
25

260

1
,
9
30

5
5
0

260

12 3,360

2
,1
6
0

3,
3
1
5

6,695

1,635

1
,
50
5

6
5
5

35,050

3,
1
5
0

3
,
40
0

2,
4
0
0

1
7,
5
9
0

▲

▲ ▲

▲

吹抜

550

吹抜

吹抜 吹抜 吹抜

吹抜

吹抜

1520
25,935 8,0652

,
40
0

備考部屋名 記号 計算式

各部屋面積 算定表

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

14.60

19.12

4.85

14.77

11.12

81.49

11.53

37.34

5.40

5.83

10.61

43.56

44.74

9.96

11.79

17.82

263.14

㎡

27.08

21.15

備考

111.79

62.24

×

×

部屋名 記号 計算式

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

＝

× ＝

× ＝

11

3.375

3.375

3.375

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

階段(3)

通路(1)

DS

大会議室

ﾎｰﾙ

階段(6)

廊下

観覧席

階段(1)

EVｼｬﾌﾄ

便所

湯沸

DS

機械室

DS

階段(2)

通路(2)

4.325

5.665

1.810

＝( ) ×+ 1/2×0.800 1.335 2.390

＝( ) ×+ 1/2×3.800 4.020 0.975

× ＝1/2×0.545 3.800

× ＝1/2×0.545 3.800

( ) ×+ 1/2×3.800 ＝4.560 3.285

＝( ) ×+ 1/2×5.555 6.650 3.800

＝( ) ×+ 1/2×6.650 13.275 0.760

× ＝8.330 3.315

× 1/2× ＝1.635 1.505

× ＝6.695 2.160

× ＝

× ＝7.500 6.550

＝( ) ×+ 1/2×0.655 2.160 1.635

× ＝5.4751.610

× ＝

× ＝35.050 2.325

＝2.665 2.225

× ＝2.665 4.325

× ＝5.700 6.550

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

1.715 3.150

1.715 3.400

1.620 6.550

6.650 6.550

6.830

1.520

6.550

6.550

6.5501.800

14.597

19.119

6.109

3.812

1.036

1.036

13.731

23.189

7.571

2.301

1.230

27.614

14.461

49.125

8.815

81.491

5.930

11.526

37.335

5.402

5.831

10.611

43.558

44.737

9.956

11.790

2.400

2.400

× ＝13.275
▲ ▲

17.590 233.507

3.360 × 5.475 ＝ 18.396
▲ ▲
▲ ▲

＝( ) ×+1.325 1.580 × × 31/2 1.1320.260

×
＝( )+1.385 1.930 1/2×0.260× 0.430

× 1/2× ＝0.550 0.550 0.151

× ＝3.275 6.550 21.451

3.275 × 6.550 ＝ 21.451

倉庫(3-1)

倉庫(3-2)

３階床面積(合計 )

▲ × 1/2× ＝▲× 20.550 0.550 0.302

▲ × 1/2× ＝▲× 20.550 0.550 0.302

控室(2)

控室(1)

8.065 19.356

25.935 62.244

倉庫(3-3)

面積 面積

３階面積表 1/200

B-019

2.551

8.66

838.59

解体工事（１）



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

0101 02

6,
5
5
0

3,275 1,800 1,620 1,715 5,700 7,500 2,665 3,2751,520

6,
5
5
0 4
,
3
25

2
,
22
5

4,325

▲

▲

▲

▲

吹抜

2
,
90
0

1
3
,
22
5

▲

▲

▲

▲

36,000

3,3653,300 7,200 15,300 6,835

25,800

2,
2
2
5

11
,
0
0
0

5,3002,425

1
,
20
0

03

04

5,650

3,
2
2
5

9
0
0

5
,
65
0

6,0207,460

1
,
55
0

5
,
0
0
0

0508

242526

吹抜

吹抜

06

07

10

11

12

13

14
15

16

1718

19

20

21

22

23

3
,
15
0

3,
4
0
0

3
75▲

1
,3
8
5

7
3
0

380

550

2775

5
,
7
25

7
,5
0
0

09

08’

11
,
0
0
0

2,
2
2
5

備考部屋名 記号 計算式

各部屋面積 算定表

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

13.95

18.22

2.91

15.37

11.53

備考

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

34.01

57.00

37.34

5.40

5.83

10.61

5.42

48.86

9.96

9.00

18.86

24.85

168.30

79.20

35.92

㎡1.69

個室3室程度
(1室≒1畳程度)

≒100㎡前後
(×1ヶ所)

(×1ヶ所)
≒80㎡前後

≒20㎡前後

㎡75.19

61.52

×

部屋名 記号 計算式

01

02

03

04

05

06

07

08

＝

階段(3) × ＝

ﾌｧﾝ室

廊下(映写)

映写室

× ＝2.665 2.225 5.930

× ＝3.275 6.550 21.451
▲ × 1/2× ＝▲× 2

階段(1)

EVｼｬﾌﾄ × ＝2.665 4.325 11.526

4.325 3.225

3.2255.650

13.948

18.221

× ＝7.500 6.550 49.125
▲ ▲＝×7.500 0.375 2.812

0.550 0.550 0.302

× ＝

× ＝

5.300 2.900

2.425 1.200

15.370

2.910

４階床面積(合計 )

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

廊下

便所

湯沸

× ＝5.700 6.550

× ＝1.715 3.150

37.335

5.402

× ＝1.715 3.400 5.831倉庫(4-2)

DS × ＝1.620 6.550 10.611

× ＝楽器練習室

× ＝6.550倉庫(4-3)

DS × ＝1.520 9.956

3.275 × 6.550 ＝ 21.451
▲ × 1/2× ＝▲× 2

階段(2)

倉庫(4-4)

DS × ＝

× ＝

× ＝

倉庫(4-1)

資料室

× ＝

× ＝

IT学習室

6.020 5.650

6.020 0.900

6.550

1.800 1.550

× ＝25.800 2.225

× ＝

▲ ▲＝( ) ×+ × 1/2

▲ ▲＝( ) ×+ × 1/2
3.365 5.725 19.264

15.300 11.000

7.200 11.000

5.418

57.405

2.790

79.200

× ＝3.365 7.500 25.238

3.300 × 11.000 36.300＝

▲( + ) × 1/2× ▲＝

▲( + ) × 1/2× ▲＝

0.730 1.385 0.380 0.402

0.550 0.550 0.302

0.730 1.385 0.380 0.402

0.820 1.200 0.380 0.384

0.3840.3801.2000.820

1.800 5.000 9.000

7.460 48.863

34.01

168.300

× ＝27壁厚分 22.500 0.075 1.690

09 × ＝6.835

ﾎｰﾙ

× ＝6.83508’ 2.225 15.208

11.000 75.185

小会議室(4-2)

小会議室(4-1)

中会議室

面積 面積

４階面積表 1/200

B-020

27.08

23.94

801.96

解体工事（１）



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

6
,
5
50

3,275 1,800 1,620 1,715 5,700 7,500 2,665 3,2751,520

6
,
5
50

4
,3
2
5

2
,
2
2
5

▲

▲

▲

▲

1
3,
2
2
5

▲

▲

▲

▲

36,000

2
,
22
5

1
1
,0
0
0

6,0207,460

1,
5
5
0

5
,
00
0

▲▲

6,800

1
,
15
0

4
2
5

01

02

03

06

0710

09

13

14

15

16

19

21

23

25

1
,
3
85 73
0

380

550

04

05
26

20

17

3,
1
5
0

3
,
40
0

3
,
25
0

7
,
7
50

182224

3,3653,300 7,200 2,500 12,500 7,135

12 11

08

部屋名 記号 計算式 面積

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

各部屋面積  算定表

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

㎡

1.3850.730

0.3020.5500.550

+ ×)( ＝▲▲
2.225 ＝×

㎡

㎡

㎡＝×

㎡10.6116.5501.620 ＝×DS

㎡5.8313.4001.715 ＝×

㎡

㎡

5.402

37.335

3.1501.715 ＝×

6.5505.700 ＝×

湯沸

便所

ﾎｰﾙ

廊下

㎡11.5264.3252.665 ＝×EVｼｬﾌﾄ

階段(1)
2× ▲＝× 1/2×▲

21.4516.5503.275 ＝×

㎡

5.9302.2252.665 ＝×

倉庫(消ｾﾝﾀｰ用)

48.8637.460

9.0005.0001.800

0.3840.3801.2000.820

0.3020.5500.550

＝▲× 1/2×)+(▲
3.365 ＝×

2.790

11.000

11.000

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

1.5501.800

6.550

＝×

＝×

＝×

＝×

階段(2)

2× ▲＝× 1/2×▲
21.451＝6.550×3.275

㎡9.9561.520 ＝×DS

㎡＝×

㎡

㎡倉庫(5-2)

倉庫(5-1)

倉庫(5-3)

面接･指導室

会議室

前室

㎡＝×

＝×

＝×

＝× ㎡

49.1256.5507.500 ＝×

36.000

6.020

6.550

6.550

3.365 ＝×

7.750

× ＝

2.500 7.750

7.200 11.000

3.300 7.750

3.300 3.250

39.431

19.375

79.200

25.575

10.725

＝×6.800 1.150 7.820
2×× 1/2×▲ ▲＝0.425 0.425 0.180

80.100
0.380 1/2 2×× 0.803

3.250 10.936

2.500 3.250 8.125

× ＝ ㎡壁厚分 0.07526 30,000 2.250

26.078

7.135

12.500

78.485

137.500

５階床面積(合計 )

27.08

11.53

56.78

79.30

37.34

5.40

5.83

10.61

39.43

48.86

9.96

9.00

23.94

10.94

25.69

78.49

137.50

8.13

19.38

10.73

2.25

762.95

部屋名 記号 計算式 面積備考 備考

≒30㎡程度
(ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ)

≒30㎡程度(倉庫)
≒8㎡程度(ﾛｯｶｰ)

≒10㎡程度

≒20㎡程度

音楽室 ㎡

㎡

79.20

25.58
≒110㎡程度

(TOTALで115.51)

多目的ﾙｰﾑ

ﾛｯｶｰ室

消費者協会
自主学習･消費者･活動

県職員ｽﾍﾟｰｽ
相談員ｽﾍﾟｰｽ

音楽用具室

５階面積表 1/200

B-021解体工事（１）



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

6
,
55
0

3,275 1,800 1,620 1,715 5,700 7,500 2,665 3,2751,520

6
,
55
0 4
,3
2
5

2
,
2
25

▲

▲

▲

▲

1
3,
2
2
5

▲

▲

▲

▲

36,000

2
,
22
5

1
1
,0
0
0

6,0207,460

1
,
5
5
0

5
,0
0
0

3
,2
5
0

7
,
7
50

▲▲

6,800

1
,1
5
0

4
2
5

01

02

03

06

07

08

10

09

12

14

15

16

17

1
,
38
5

73
0

380

550

04

05

20 1921

22

1113

3,
1
5
0

3
,4
0
0

3,36510,2508,000 14,385

18

㎡

㎡

部屋名 記号 計算式 面積

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

各部屋面積 算定表

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

㎡

1.3850.730

0.3020.5500.550

+ ×)( ＝▲▲
2.225 ＝×

㎡

㎡

㎡＝×

㎡10.6116.5501.620 ＝×DS

㎡5.8313.4001.715 ＝×

㎡

㎡

5.402

37.335

3.1501.715 ＝×

6.5505.700 ＝×

湯沸

便所

ﾎｰﾙ

廊下

㎡11.5264.3252.665 ＝×EVｼｬﾌﾄ

階段(1)
2× ▲＝× 1/2×▲

21.4516.5503.275 ＝×

㎡

5.9302.2252.665 ＝×

48.8637.460

9.0005.0001.800

0.3840.3801.2000.820

0.3020.5500.550

＝▲× 1/2×)+(▲
＝×

2.790

11.000

11.000

㎡

㎡

1.5501.800

6.550

＝×

＝×

＝×

＝×

階段(2)

2× ▲＝× 1/2×▲
21.451＝6.550×3.275

㎡9.9561.520 ＝×DS

㎡＝×

㎡

49.1256.5507.500 ＝×

36.000

6.020

6.550

6.550

3.365 ＝×

7.750

39.431

＝×6.800 1.150 7.820
2×× 1/2×▲ ▲＝0.425 0.425 0.180

80.100
0.380 1/2 2×× 0.803

3.250 10.936

26.078

倉庫(6-2)

倉庫(6-3)

華道室

茶道室
0.3840.3801.2000.820 ＝▲× 1/2×)+(▲

＝×8.000 11.000 88.000

㎡

3.365

× ＝ ㎡壁厚分 0.07530,000 2.25022

６階床面積(合計)

27.35

11.53

56.77

79.30

37.34

5.40

5.83

10.61

39.43

48.86

9.96

9.00

23.94

10.94

87.62

2.25

部屋名 記号 計算式 面積備考 備考

≒40㎡前後
(2ヶ所)

≒180㎡前後
(ｽﾃｰｼﾞ含む)

≒110㎡前後
(舞台含む)

14.635 160.985

186.68

765.56

小会議室

和室(21帖)

準備室

倉庫(6-1)

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾙｰﾑ

112.7510.250

６階面積表 1/200

B-022

112.750

解体工事（１）



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

6
,
67
0

▲ ▲

6
,
55
0

7
5

7
5

6
,
55
0

▲

▲

550

▲

▲

PH2階平面図　1／200

PH1階平面図　1／200

15,175

01

3,2755,560

02

▲

▲

550

01

3,2752,265

022
,
2
25

4
,3
2
5

03

0507

06 08

09

4,7002,100

2,500 5,000

7,725

1
,
1
50

7
5

75

04

10

11

12

13

14

15 5
,
0
50

16,3751,8003,275

1
,5
0
0

PH1・ PH2階  面積表

部屋名 記号 計算式 面積

01

02

03

04

05

各部屋面積  算定表

㎡

部屋名 記号 計算式 面積備考 備考

㎡PH1階床面積(合計 ) PH2階床面積(合計)

㎡01

06

07

08

㎡＝× 6.67002

階段室(1)

EV機械室

× 6.670 ＝
0.3020.5500.550 2× ▲＝× 1/2×▲

3.275 21.844
21.54

5.560 37.085 37.09

58.63

EVシャフト

＝× 6.550
0.3020.5500.550 2× ▲＝× 1/2×▲

3.275 21.451

＝×2.665 2.225 5.930

㎡27.08

＝×2.665 4.325 11.526 ㎡11.53

ホール

701会議室

09

壁厚分

〃

＝× ㎡0.075

＝× ㎡0.075

7.725

7.725

0.579

0.579

0.58

0.58

× 1/2×▲ 0.425 0.425 ▲＝

× 1/2×▲ 0.425 0.425 ▲＝

0.090

0.090

＝× 1.1504.700 5.405

× ＝5.000 32.750

㎡

＝1.150×

㎡

2.100 2.415

× ＝2.500 6.550

6.550

16.375

＝×16.375 6.550 107.25610

㎡

壁厚分

〃

＝× ㎡0.07515.175 1.138 1.14

＝× ㎡0.07515.175 1.138 1.14

機械室

＝×1.800 5.050 9.090

116.35

11

12

13

14

15

階段室(1)

階段室(2) ㎡23.85

×1.800 ＝1.500 2.700

＝× 6.550
0.3020.5500.550 2× ▲＝× 1/2×▲

3.275 21.451

239.02

18.70

38.07

ＰＨ2

ＰＨ1

6

5

4

3

2

1

ＢＦ

床面積

58.63

239.02

765.56

762.95

2827.97

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

階数

延床面積

1/200

B-023

801.96

838.59

1990.23

解体工事（１）

1297.44

9582.35



ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

壁床 巾 木 Ｈ室 名階 腰壁

■内部仕上表

下地 下地 下地
天 井 ＣＨ 備 考

下地
廻り縁柱型 梁型

駐車場Ｂ１
ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴLRC CB RCﾓﾙﾀﾙ押ｴ－ － CB －

20角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り 20角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP-G塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り
倉庫(B-6)

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75 ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り LGS

ﾘｳﾞｽﾄｰﾝ張り － － RC ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しﾓﾙﾀﾙ押ｴ

RC

RCﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －－ RCﾓﾙﾀﾙ押ｴRCﾓﾙﾀﾙ押ｴRCLRC

M

RC

RC

RC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －－ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRCRC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75 ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗りRCRC LGS 2,400

－－ M 20角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り M 20角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り LGS

RC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ RC下地

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

－ RC RC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ RC

RC RC下地

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴﾓﾙﾀﾙ押ｴRCﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RCﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

RC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －－ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRCﾓﾙﾀﾙ押ｴRC ﾓﾙﾀﾙ押ｴﾓﾙﾀﾙ押ｴ RC

LRC 弾性床仕上げ張り RCRC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP-G塗り

EP-G塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP-G塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ LGS

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗りRCRC LGS 2,400

－－

－

－ －

－

－

－－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

M LGS 2,400ｹｲｶﾙ板ｔ=6 EP塗り－－

50角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

50角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り －－ M M

M 20角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り LGS 2,400－－－－ M M

M LGS 2,400－－－－ M M

M LGS 2,400ｹｲｶﾙ板ｔ=6 EP塗り－－M M

20角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗りRCRC －－ LGS 2,400

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗りRCRC －－ LGS 2,400

RC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －－ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRCﾓﾙﾀﾙ押ｴRC －－ － ﾓﾙﾀﾙ刷毛引きRC 2,400

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ H=75M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗りRCRC －－ LGS 2,400

RC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －－ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRCﾓﾙﾀﾙ押ｴRC －－ － 2,400

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ H=75M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗りRCRC －－ － RC 2,400

RC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －－ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRCﾓﾙﾀﾙ押ｴRC －－ － ﾓﾙﾀﾙ刷毛引きRC 2,400

LGS 2,400ﾓﾙﾀﾙ押ｴ H=75 ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗りRCRC －－ － PBｔ=12.5 EP塗り

ﾋﾞﾆﾙ巾木

ﾋﾞﾆﾙ巾木

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ H=75M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗りRCRC －－ LGS

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0張り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0張り

ﾋﾞﾆﾙ巾木

ｹｲｶﾙ板ｔ=6 EP塗り

ｹｲｶﾙ板ｔ=6 EP塗り

機械室

消火設備室

電気室

倉庫(B-5)

ｲﾝﾄﾞｱ運動場

男女ﾛｯｶｰ室

男女ｼｬﾜｰ室

男女洗面

男女便所

通路

体育倉庫

倉庫(ｻｰｸﾙ連絡)

用具庫

廊下(1)

前室

倉庫(B-7)

(B-1～4,8～10)

倉庫

風除室

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

受水槽16ｍ3、電気温水器

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20（GW充填）

2,400

5,200

排水蓋：有孔C.PL-2.3 W-300

W 合板の上、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ H-2000 吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20(GW充填)H-2300

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20(GW充填)H-2000

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20(GW充填)

2,400

4,300

3,850

一部下地ﾃﾞｯｷの上、ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り

20角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り20角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

PBt=12.5 EP塗り PBt=12.5 EP塗りLGS LGS

通路(4)
PBt=9.5 素地現し

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ W-200

RC

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

ｶｰﾃﾝ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

UC････ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗り

OS････ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

AP････ｱｸﾘﾙ系ﾍﾟｲﾝﾄ

CL････ｸﾘﾔｰﾗｯｶｰ

VP････塩化ﾋﾞﾆｰﾙ樹脂塗料

OP････油性ﾍﾟｲﾝﾄ

(塗装記号)(材料)(下地)凡例　(一般)

S･････鉄骨

W･････木造

SOP･･･合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ

C.H･･･天井高

P.S･････ﾊﾟｲﾌﾟｽﾍﾟｰｽ

D.S･････ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ

EXP-J･･･ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ

S.L･･･ｺﾝｸﾘｰﾄ床版面

F.L･･･床仕上面

G.L･･･基準地盤面

WM･･･防水ﾓﾙﾀﾙ

M････ﾓﾙﾀﾙ

CB･･･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

RC･･･鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

LRC･･･軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

※改修期間　2008年3月～2010年4月

※建築年月　1974年1月開館

LGS･･･軽量鉄骨 EP･･･合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄHL･･･ﾍｱ-ﾗｲﾝ仕上

RW･･･ﾛｯｸｳｰﾙ

PB･･･石ｺｳﾎﾞｰﾄﾞ

GW･･･ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

LGS

ｽﾛｰﾌﾟ・車路

ｻｰｸﾙ連絡室(1)

多機能便所

ｼｬﾜｰｽﾍﾟｰｽ

自家発電機室

M

M

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り

－

－

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

有孔PB t=9.5 EP塗り

有孔PB t=9.5 EP塗り

有孔PB t=9.5 EP塗り

有孔PB t=9.5 EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

化粧PBｔ=9.5張り

既存PBｔ=9.5の上、

既存PBｔ=9.5の上、

PBｔ=9.5 EP塗り

既存PBｔ=9.5の上、

PBｔ=9.5 EP塗り

既存PBｔ=9.5の上、

有孔PB t=9.5 EP塗り

化粧PBｔ=9.5張り

 はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す

NON地階仕上表

B-024

待合ﾎｰﾙ

RC現し

RC現し

ﾛｯｶｰ（別途工事）

防球ネット、避難ﾊｼｺﾞ

協賛看板、ベンチ

掲示板、ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

掲示板、机

掲示板

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ

解体工事（１）



GW･･･ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

PB･･･石ｺｳﾎﾞｰﾄﾞ

RW･･･ﾛｯｸｳｰﾙ

HL･･･ﾍｱ-ﾗｲﾝ仕上 EP･･･合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄLGS･･･軽量鉄骨

※建築年月　1974年1月開館

※改修期間　2008年3月～2010年4月

LRC･･･軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

RC･･･鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

CB･･･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

M････ﾓﾙﾀﾙ

WM･･･防水ﾓﾙﾀﾙ

G.L･･･基準地盤面

F.L･･･床仕上面

S.L･･･ｺﾝｸﾘｰﾄ床版面

EXP-J･･･ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ

D.S･････ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ

P.S･････ﾊﾟｲﾌﾟｽﾍﾟｰｽ

C.H･･･天井高

SOP･･･合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ

W･････木造

S･････鉄骨

凡例　(一般) (下地) (材料) (塗装記号)

OP････油性ﾍﾟｲﾝﾄ

VP････塩化ﾋﾞﾆｰﾙ樹脂塗料

CL････ｸﾘﾔｰﾗｯｶｰ

AP････ｱｸﾘﾙ系ﾍﾟｲﾝﾄ

OS････ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

UC････ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗り

－

－ﾛﾋﾞｰ

県民食育ｷﾞｬﾗﾘｰ

M 木製 H=75 M 吹付ﾀｲﾙ M 吹付ﾀｲﾙ 吹付ﾀｲﾙ LGSﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15張り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

2,850

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

壁床 巾 木 Ｈ室 名階 腰壁

■内部仕上表

下地 下地 下地
天 井 ＣＨ 備 考

下地
廻り縁柱型 梁型

１Ｆ

ｶｰﾃﾝ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

LGS

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M

－

－

－ －

－

－

2,400

2,400－

－ 2,400

－ 2,400

2,400

2,400

2,400

ｲﾝﾄﾞｱ観覧情報

県民ｷﾞｬﾗﾘｰ

ｻﾎﾟｰﾀｰｸﾗﾌﾞ

ﾎｰﾙ

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

応接室

SPC事務ｽﾍﾟｰｽ

ｷｯｽﾞｺｰﾅｰ

青団連室

前室

休養室

保健室

県直営事業用

事務ｽﾍﾟｰｽ

図書ｺｰﾅｰ

倉庫（SPC）

倉庫（県）

倉庫（1-2）

倉庫（1-1）

廊下

通路（2）

観覧席

食品倉庫

H=75ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15張り 木製

M H=75ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15張り 木製

M H=75ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15張り 木製

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

M

M

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、 ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、 ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、 ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、 ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼りの上、

RC

M 吹付ﾀｲﾙ M 吹付ﾀｲﾙ

M 吹付ﾀｲﾙ M 吹付ﾀｲﾙ

M 吹付ﾀｲﾙ M 吹付ﾀｲﾙ

M

LGS PBt=12.5 EP塗り

M

LGS

EP塗り

PBt=12.5 EP塗り

M

LGS

EP塗り

PBt=12.5 EP塗り

M

LGS

EP塗り

PBt=12.5 EP塗り

M M

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｼｰﾄ貼り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M

LGS

M

LGS

PBt=12.5 EP塗りPBt=12.5 EP塗り

M

LGS

M

LGS

PBt=12.5 EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

－

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －

－

－－

－－

－－

－－

－

－－

EP塗り

LGS

LGS

LGS

LGS 岩綿吸音板t=12

PBt=9.5捨張り

LGS 岩綿吸音板t=12

PBt=9.5捨張り

LGS

PBt=9.5捨張り

LGS 岩綿吸音板t=12

PBt=9.5捨張り

PBt=9.5 EP塗りLGS

PBt=9.5 EP塗りLGS

LGS

PBt=9.5 EP塗りLGS

LGS

岩綿吸音板t=12

岩綿吸音板t=9 EP塗り

LGS 有孔PBt=12.5 EP塗り

LGS PBt=12.5 EP塗り

LGS PBt=12.5 EP塗り

LGS

LGS 有孔PBt=12.5 EP塗り

LGS

LGS

LGS PBt=9.5 EP塗り

2,850

2,400

2,850

2,400

2,380

2,380

2,400

2,230

2,380

2,400

2,850

2,850

－

－

－ －

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り LGS LGS LGS

PBt=12.5 EP塗り

PBt=12.5 EP塗り PBt=12.5 EP塗り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

M H=75 M M LGS 2,850
風除室

EP塗り

EP塗り EP塗り

－

－ －

PBt=9.5 EP塗り

PBt=9.5 EP塗り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

〇

〇

〇

〇

〇

〇

厨房

更衣室

M H=75 － LGSLGS LGS ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

M H=75 － LGSLGS LGSPBt=12.5 EP塗り PBt=12.5 EP塗り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

M H=75 － LGSLGS LGSPBt=12.5 EP塗り PBt=12.5 EP塗り ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

600角磁器質ﾀｲﾙ貼り

600角磁器質ﾀｲﾙ貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

木製

木製

木製

PBt=12.5 EP塗り

2,600

3,100

2,900

ﾍﾞﾝﾁ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り H-850ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｼｰﾄ貼りH-2150

LGSﾙｰﾊﾞｰ＠100、天井裏EP塗り

LGSﾙｰﾊﾞｰ＠100、天井裏EP塗り

LGSﾙｰﾊﾞｰ＠100、天井裏EP塗り

LGSﾙｰﾊﾞｰ＠100、天井裏EP塗り

3,000

3,000

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

ｷｯﾁﾝｽﾀｼﾞｵ

ﾎｰﾙ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

LGS LGSPBt=12.5 EP塗り PBt=12.5 EP塗り

警備室

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

ｹｲｶﾙ板t=8 EP塗り ｹｲｶﾙ板t=8 EP塗り

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

有孔PBt=9.5張り

有孔PBt=9.5張り

岩綿吸音板t=12

PBt=9.5捨張り

 はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す

NON

GWｔ=50敷き込み

GWｔ=50敷き込み

GWｔ=50敷き込み

ｹｲｶﾙ板t=6 EP塗り

ｹｲｶﾙ板t=6 EP塗り

PBt=9.5 EP塗り

１階仕上表

B-025

K-2、K-3

案内板、K-1受付ｶｳﾝﾀｰ

K-4、K-5、K-6、K-7

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

LGS PBt=12.5 EP塗り

LGS PBt=12.5 EP塗り

2,950

2,850

掲示板

掲示板

本棚

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

掲示板

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ*3

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ*2

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ｶｰﾃﾝ*3

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

総合案内板、ﾓﾆｭﾒﾝﾄ

解体工事（１）

吊戸棚

観覧席ｱﾙﾐ手すり



LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

RC

RC

RC

RC

RC

RC

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

RC

ALC

LGS

LGS

LGS

LGS

M EP塗り

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

壁床 巾 木 Ｈ室 名階 腰壁

■内部仕上表

下地 下地 下地
天 井 ＣＨ 備 考

下地
廻り縁柱型 梁型

M

－ －

－

－

－

－

－

M 木製

H=75

H=75 M 吹付ﾀｲﾙ M 吹付ﾀｲﾙ

木製

M H=75

M

M

M

M

M 吹付ﾀｲﾙ M 吹付ﾀｲﾙ

M M

M M

M EP塗り

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－－

－－

－－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

LGSﾙｰﾊﾞｰ、天井裏EP塗り

PBt=9.5捨張り

ｶｰﾃﾝ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

２Ｆ ﾎｰﾙ

健康ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室

小体育室

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

畳敷き

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

一部ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

W

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

－ －

－ －

－ －

－ －

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75木製

H=75木製

H=75木製

EP塗り EP塗り

100角磁器質ﾀｲﾙ貼り 100角磁器質ﾀｲﾙ貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

M EP塗り M

M EP塗り M

－

－吹付ﾀｲﾙ

吹付ﾀｲﾙ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

PBt=12.5 EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

PBt=12.5 EP塗り

PBt=12.5張り

PBt=9.5捨張り

PBt=9.5捨張り

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9

2,400

2,400

2,700

2,400

2,400

4,780

4,780

4,780

4,480

－

－

－

案内板

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 吹付ﾀｲﾙ

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

W W

岩綿吸音板t=9 EP塗り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12張り H-1600 有孔PBt=9.5（RWt=25）EP塗り H-2400

有孔PBt=9.5（RWt=25）EP塗り H-2400

有孔PBt=9.5（RWt=25）EP塗り H-2400

有孔PBt=9.5（RWt=25）EP塗り H-2400

W

W

EP塗り H-480

便器無し

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20(GW充填)

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

湯沸し

階段室1

階段室2

階段室3

M

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M

H=75

ﾋﾞﾆﾙ巾木

ﾋﾞﾆﾙﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾄﾞ

ﾋﾞﾆﾙﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾄﾞ

ﾋﾞﾆﾙﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾄﾞ

ﾋﾞﾆﾙﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾄﾞ

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

M EP塗り M EP塗り

－－

－－－

－－－

－－－

－－ ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ｹｲｶﾙ板t=6 EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り

－

－

－

－

手すり

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

－

共通 男女便所
M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り － － M M20角磁器質ﾀｲﾙ貼り 20角磁器質ﾀｲﾙ貼り －－ ｹｲｶﾙ板t=6 EP塗り 2,400塩ビ

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り － － M M20角磁器質ﾀｲﾙ貼り 20角磁器質ﾀｲﾙ貼り －－ ｹｲｶﾙ板t=6 EP塗り 2,400塩ビ
多機能便所

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

UC････ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗り

OS････ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

AP････ｱｸﾘﾙ系ﾍﾟｲﾝﾄ

CL････ｸﾘﾔｰﾗｯｶｰ

VP････塩化ﾋﾞﾆｰﾙ樹脂塗料

OP････油性ﾍﾟｲﾝﾄ

(塗装記号)(材料)(下地)凡例　(一般)

S･････鉄骨

W･････木造

SOP･･･合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ

C.H･･･天井高

P.S･････ﾊﾟｲﾌﾟｽﾍﾟｰｽ

D.S･････ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ

EXP-J･･･ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ

S.L･･･ｺﾝｸﾘｰﾄ床版面

F.L･･･床仕上面

G.L･･･基準地盤面

WM･･･防水ﾓﾙﾀﾙ

M････ﾓﾙﾀﾙ

CB･･･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

RC･･･鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

LRC･･･軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

※改修期間　2008年3月～2010年4月

※建築年月　1974年1月開館

LGS･･･軽量鉄骨 EP･･･合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄHL･･･ﾍｱ-ﾗｲﾝ仕上

RW･･･ﾛｯｸｳｰﾙ

PB･･･石ｺｳﾎﾞｰﾄﾞ

GW･･･ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

卓球場（1）

卓球場（2）

倉庫（2-2）

倉庫（2-3）

前室

－

－

2,400

2,400

M M EP塗り M EP塗り

M M

M M

－

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗り

－

－

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －

体育室

男女ﾛｯｶｰ室

男女ｼｬﾜｰ室

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15張り

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

W

W

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

廊下
M

50角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼りM

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75木製

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

－ －

－ －

W

20角磁器質ﾀｲﾙ貼り 20角磁器質ﾀｲﾙ貼り

EP-G塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

壁と同じ

EP-G塗り

－

－

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

吹付塗料

ｹｲｶﾙ板t=6 EP塗り

ｹｲｶﾙ板t=6 EP塗り

有孔PBt=9.5 EP塗り

8,000

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC － －
機械室

EP-G塗り

M M EP塗り

H-3600

EP塗り H-2400

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12張り

有孔PBt=9.5（RWt=25）EP塗り H-2400

M EP塗り

4,780

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

2,400

3,400

W

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP-G塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP-G塗り

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

ｼｬﾜｰｶ-ﾃﾝ

PBt=9.5捨張り

－－－RC 2,400
倉庫（2-1）

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ EP塗り 木製 M EP塗り M EP塗り

M M EP塗り M EP塗り －－
同上前室

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木 PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 2,400塩ビ

PBt=12.5張り PBt=12.5張り

化粧PBｔ=9.5張り

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

倉庫（2-4）

倉庫（2-5）

空調機械室

2,400M M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －M H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

EP-G塗り

EP-G塗り

有孔PBt=9.5 EP塗り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、 EP-G塗り 塩ビ
通路（2）

一部有孔PBt=9.5 EP塗り

LGS

 はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す

NON２階仕上表

B-026

用具庫

H=75

鏡、ﾛｯｶｰ（別途工事）

掲示板

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ、防球ネット

階段室4

階段室１前室
RCM ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り M EP塗り M EP塗り －－

１階のみﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ 化粧PBｔ=9.5張り

2,400

2,400

塩ビ

塩ビ

化粧PBｔ=9.5張り（PH2階のみ）

一部ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

解体工事（１）

鏡

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ、鏡

手すり

流し台、吊戸棚

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

〇

防球ネット



階段（6）

－

－－
廊下

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

M MEP塗り EP塗り LGS 2,400

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

壁床 巾 木 Ｈ室 名階 腰壁

■内部仕上表

下地 下地 下地
天 井 ＣＨ 備 考

下地
廻り縁柱型 梁型

M

－ － －

－

－

－

－

2,400

M

－

－

－

－

－

－－

－－

LGS

LGS

LGS

LGS

ｶｰﾃﾝ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

－

－

－－

－－

－－

－－－

－－

RC

2,400

2,400

2,400

2,400

－

－

案内板
３Ｆ ﾎｰﾙ

大会議室

ｽﾃｰｼﾞ

控室1

控室2

機械室

廊下

倉庫（3-1）

倉庫（3-2）

倉庫（3-3）

観覧席

４Ｆ ﾎｰﾙ

資料室

中会議室

IT学習室

楽器練習室

倉庫（4-3）

倉庫（4-2）

映写室

ﾌｧﾝ室

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

M ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

M

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

H=75木製

床材巻上げ

－ －

－ －

－ －

－ －

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75木製

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

－ －

－ －

－ －

M MEP塗り EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

M MEP塗り EP塗り

M MEP塗り EP塗り

M M

M Mｸﾛｽ貼り

ｸﾛｽ貼り ｸﾛｽ貼り

LGSLGS 有孔ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ（RWt=30充填)

ｸﾛｽ貼り

有孔ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ（RWt=30充填)

ﾀﾚ壁：ｸﾛｽ貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

M MEP塗り EP塗り

M MEP塗り EP塗り

M MEP塗り EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

M Mｸﾛｽ貼り ｸﾛｽ貼り

M MEP塗り EP塗り

M Mｸﾛｽ貼り ｸﾛｽ貼り

LGSLGS

LGSLGS

PBt=12.5 EP塗り

LGS

RC ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

RC

LGS 有孔PBt=9.5 EP塗り

LGS

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

LGS PBt=12.5（RWt=25）ｸﾛｽ貼り

RC

鋼製格子組

石綿吸音板曲加工（RWt=50）EP塗り

RC

－－

岩綿吸音板t=9 EP塗り

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

PBt=9.5捨張り

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

LGS

LGS

LGS

LGS

PBt=9.5捨張り

LGS

LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

LGS

－－

PBt=9.5捨張り

PBt=9.5捨張り

4,600

3,500

4,000

3,600

2,400

2,400

－

－

－

－

－

3,000

3,000

3,000

3,000

2,400

案内板

W

PBt=12.5 EP塗り

M MEP塗り EP塗り

M MEP塗り EP塗り

吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（GW充填） EP塗り吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（GW充填） EP塗り

RC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ －

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

－－M H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

M MEP塗り EP塗り LGS 2,400ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り
通路（1）

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9

PBt=9.5 EP塗り

PBt=9.5 EP塗り

有孔PBt=9.5 EP塗り

〇

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20(GW充填)

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引きRC

M MEP塗り EP塗り

－－M H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

M MEP塗り EP塗り LGSﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

PBt=12.5 EP塗り

PBt=12.5 EP塗り 2,400

3,500

岩綿吸音板t=9

岩綿吸音板t=9

緞帳、暗幕

救助袋

小会議室(4-1)

小会議室(4-2)

倉庫（4-1）

倉庫（4-4）

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

UC････ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗り

OS････ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

AP････ｱｸﾘﾙ系ﾍﾟｲﾝﾄ

CL････ｸﾘﾔｰﾗｯｶｰ

VP････塩化ﾋﾞﾆｰﾙ樹脂塗料

OP････油性ﾍﾟｲﾝﾄ

(塗装記号)(材料)(下地)凡例　(一般)

S･････鉄骨

W･････木造

SOP･･･合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ

C.H･･･天井高

P.S･････ﾊﾟｲﾌﾟｽﾍﾟｰｽ

D.S･････ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ

EXP-J･･･ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ

S.L･･･ｺﾝｸﾘｰﾄ床版面

F.L･･･床仕上面

G.L･･･基準地盤面

WM･･･防水ﾓﾙﾀﾙ

M････ﾓﾙﾀﾙ

CB･･･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

RC･･･鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

LRC･･･軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

※改修期間　2008年3月～2010年4月

※建築年月　1974年1月開館

LGS･･･軽量鉄骨 EP･･･合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄHL･･･ﾍｱ-ﾗｲﾝ仕上

RW･･･ﾛｯｸｳｰﾙ

PB･･･石ｺｳﾎﾞｰﾄﾞ

GW･･･ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

－

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

RC

RC

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

2,400M M ﾓﾙﾀﾙ押ｴ － LGSM H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

EP-G塗り

EP-G塗り

有孔PBt=9.5 EP塗り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、 EP-G塗り 塩ビ
通路（2）

NON

 はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す

LGS LGS

PBt=12.5 EP塗り

PBt=12.5 EP塗り PBt=12.5 EP塗り

LGS LGSPBt=12.5 ｸﾛｽ貼り PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M MEP塗り EP塗り

LGS LGSPBt=12.5 EP塗り PBt=12.5 EP塗り

塩ビ LGS PBt=12.5 EP塗り －

３階、４階仕上表

B-027

RC現し

2,300

木製階段

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

家具、木製ﾌﾞｰｽ

家具、木製ﾌﾞｰｽ

家具

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

昇降装置、暗幕

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

〇

〇

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20(GW充填)

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20(GW充填)

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾌﾞｰｽ内：タイルカーペット敷

暗幕

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ*3、救助袋

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

暗幕、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、ｶｰﾃﾝ、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

解体工事（１）

ﾍﾞﾝﾁ



ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ*3

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ*5

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

壁床 巾 木 Ｈ室 名階 腰壁
下地 下地 下地

天 井 ＣＨ 備 考
下地

廻り縁柱型 梁型

M

－ －

M

－

－

－－

－－

LGS

ｶｰﾃﾝ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

－

－ 案内板
ﾎｰﾙ

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

M MEP塗り EP塗り

M M

M MEP塗り

M M

M M

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

LGS

LGS

LGS

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

LGS

５Ｆ

自主学習

協会ｽﾍﾟｰｽ

倉庫（5-1）

ﾛｯｶｰ室（協会）

相談員ｽﾍﾟｰｽ

県職員ｽﾍﾟｰｽ

会議室

音楽室

音楽前室

音楽用具室

倉庫（消費ｾﾝﾀｰ）

多目的ﾙｰﾑ

倉庫（5-2）

倉庫（5-3）

－－
廊下

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

M MEP塗り EP塗り LGS 2,400

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

M ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC

ﾆｰﾄﾞﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

H=75木製

H=75

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75木製

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

－ － ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

－ － ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

有孔PBt=12.5（RW充填）EP塗り 有孔PBt=12.5（RW充填）EP塗り

EP塗り EP塗り

EP塗り

EP塗りEP塗り

M

EP塗り EP塗り

EP塗り EP塗りM

W W

有孔PBt=12.5（RW充填）EP塗り 有孔PBt=12.5（RW充填）EP塗りW W

有孔PBt=12.5（RW充填）EP塗り 有孔PBt=12.5（RW充填）EP塗りW W

M MEP塗り EP塗り

M MEP塗り EP塗り

M Mｸﾛｽ貼り ｸﾛｽ貼り

－－

－－

－－

－－

－

－

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

LGS

石綿板t=4.0 EP塗り

LGS

PBt=12.5 EP塗り

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

RC

RC

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

LGS

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

LGS

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

LGS PBt=12.5 EP塗り

LGS

LGS

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

3,000

3,000

2,400

2,400

3,000

2,400

3,000

3,000

2,400

－

－

2,400

3,000

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

PBt=12.5 EP塗り

PBt=12.5 EP塗り

2,400

PBt=12.5 EP塗りPBt=12.5 EP塗り

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

救助袋

UC････ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗り

OS････ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

AP････ｱｸﾘﾙ系ﾍﾟｲﾝﾄ

CL････ｸﾘﾔｰﾗｯｶｰ

VP････塩化ﾋﾞﾆｰﾙ樹脂塗料

OP････油性ﾍﾟｲﾝﾄ

(塗装記号)(材料)(下地)凡例　(一般)

S･････鉄骨

W･････木造

SOP･･･合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ

C.H･･･天井高

P.S･････ﾊﾟｲﾌﾟｽﾍﾟｰｽ

D.S･････ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ

EXP-J･･･ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ

S.L･･･ｺﾝｸﾘｰﾄ床版面

F.L･･･床仕上面

G.L･･･基準地盤面

WM･･･防水ﾓﾙﾀﾙ

M････ﾓﾙﾀﾙ

CB･･･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

RC･･･鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

LRC･･･軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

※改修期間　2008年3月～2010年4月

※建築年月　1974年1月開館

LGS･･･軽量鉄骨 EP･･･合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄHL･･･ﾍｱ-ﾗｲﾝ仕上

RW･･･ﾛｯｸｳｰﾙ

PB･･･石ｺｳﾎﾞｰﾄﾞ

GW･･･ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

M

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

有孔PBt=9.5 EP塗り

面談指導室

NON

 はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す

B-028

RC－

－

－

LGS

LGS

ﾎｰﾙ
－

－

岩綿吸音板t=9 EP塗り

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

PBt=9.5捨張り

機械室

PH1F

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC － － ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

M

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

M MEP塗り EP塗り

M MEP塗り EP塗り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

2,400

701会議室

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20(GW充填)

2,400

3,900

PBt=12.5 EP塗り PBt=12.5 EP塗り

PBt=12.5 EP塗り PBt=12.5 EP塗り

LGS

LGS

LGS

LGS

塩ビ

塩ビ 〇

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC － － ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC －－－ M
PH2F

吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=20(GW充填) 2,700

■内部仕上表

EV機械室

北棟屋上

南棟屋上

PH1屋上

PH2屋上

R階ｽﾗﾌﾞ+ｱｽﾌｧﾙﾄ防水+軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

2階デッキ部

■防水仕上表

1階ｽﾗﾌﾞ+ｱｽﾌｧﾙﾄ防水+軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

耐火ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ(QLﾃﾞｯｷ及びQLﾙｰﾌ･耐火30分)下地+ｼｰﾄ防水(非歩行)の上､大引き組＋ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ(不燃木材)t=30張り

1階車路等

５階、PH1階、PH2階、防水仕上表

ALCｔ-125+塗膜防水+ｼｰﾄ防水

ｽｸﾘｰﾝ

〇

木製棚

手洗器、鏡

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

ｶｰﾃﾝ*3、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ*3

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

ｶｰﾃﾝ、講演台（別途工事）

ﾛｯｶｰ、木製棚

ｶｰﾃﾝ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

PH1階ｽﾗﾌﾞ+ｱｽﾌｧﾙﾄ防水+砂利敷ｔ-30　縁石150*200有り

800*800*PH2階ｽﾗﾌﾞ+砂付きｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ+砂利敷ｔ-50縁石150*200、RC架台800*800*250 ２箇所有り

解体工事（１）



ﾋﾞﾆﾙ巾木

縁甲板t=15張り

W

LGS PBt=12.5 EP塗り

EP塗り

LGS

LGS

M M EP塗りEP塗り

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

UC････ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗り

OS････ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

AP････ｱｸﾘﾙ系ﾍﾟｲﾝﾄ

CL････ｸﾘﾔｰﾗｯｶｰ

VP････塩化ﾋﾞﾆｰﾙ樹脂塗料

OP････油性ﾍﾟｲﾝﾄ

(塗装記号)(材料)(下地)凡例　(一般)

S･････鉄骨

W･････木造

SOP･･･合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ

C.H･･･天井高

P.S･････ﾊﾟｲﾌﾟｽﾍﾟｰｽ

D.S･････ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ

EXP-J･･･ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ

S.L･･･ｺﾝｸﾘｰﾄ床版面

F.L･･･床仕上面

G.L･･･基準地盤面

WM･･･防水ﾓﾙﾀﾙ

M････ﾓﾙﾀﾙ

CB･･･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

RC･･･鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

LRC･･･軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

※改修期間　2008年3月～2010年4月

※建築年月　1974年1月開館

壁床 巾 木 Ｈ室 名階 腰壁

■内部仕上表

下地 下地 下地
天 井 ＣＨ 備 考

下地
廻り縁柱型 梁型

M

－ －

M

－

－

－－

－－

LGS

ｶｰﾃﾝ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

－

－ 案内板
ﾎｰﾙ

M

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

M MEP塗り EP塗り

M M

－

－

－

－

－

－

－

－

－

LGS･･･軽量鉄骨 EP･･･合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄHL･･･ﾍｱ-ﾗｲﾝ仕上

RW･･･ﾛｯｸｳｰﾙ

LGS

LGS

LGS

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

LGS

－－ LGS

－

－

－

－

M

M

M

H=75

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=75ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

EP塗りEP塗り

－－

－－

－－

－－

PBt=9.5捨張り

岩綿吸音板t=9 EP塗り

LGS

LGS PBt=12.5 EP塗り

PBt=12.5 EP塗り

LGS

LGS

LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

3,000

2,400

PB･･･石ｺｳﾎﾞｰﾄﾞ

GW･･･ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

６Ｆ

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾙｰﾑ

ﾚｸ・準備室

ﾚｸ・ｽﾃｰｼﾞ

ﾚｸ・物入

ﾚｸ・控室

華道室（45帖）

華道・舞台

華道・物入

華道・控室

華道・広縁

華道・踏込

和室（21帖）

和室・踏込

和室・物入

茶道室（10帖）

茶道・水屋

茶道・広縁

茶道室(7.5帖)

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

W

W 畳t=55敷き

W 縁甲板t=15張り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

W

M

縁甲板t=15張りW

M

W 畳t=55敷き

畳t=55敷き

W 畳t=55敷き

W

W 畳t=55敷き

W 畳t=55敷き

W ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

W ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

W 縁甲板t=15張り

W 縁甲板t=15張り

W 縁甲板t=15張り

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

雑巾ｽﾞﾘ

木製

－ －

－ －

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

M M EP塗りEP塗り

M M EP塗りEP塗り

ｸﾛｽ貼り ｸﾛｽ貼り

石綿板t=4 EP塗り 石綿板t=4 EP塗りLGS

MEP塗りM

M

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼りPBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

M

M M

MM ｸﾛｽ貼り ｸﾛｽ貼り

M ｸﾛｽ貼り

MM ｸﾛｽ貼り ｸﾛｽ貼り

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼りPBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

LGS

LGS LGS

石綿板t=4 EP塗り 石綿板t=4 EP塗りLGSLGS

倉庫（6-1）

M MPBt=12.5 ｸﾛｽ貼り PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

石綿板t=4 EP塗り LGSLGS 石綿板t=4 EP塗り

M M PBt=12.5 じゅらく塗りPBt=12.5 じゅらく塗り

M M PBt=12.5 じゅらく塗りPBt=12.5 じゅらく塗り

M M PBt=12.5 じゅらく塗りPBt=12.5 じゅらく塗り

M M PBt=12.5 じゅらく塗りPBt=12.5 じゅらく塗り

M M PBt=12.5 じゅらく塗りPBt=12.5 じゅらく塗り

M M PBt=12.5 じゅらく塗りPBt=12.5 じゅらく塗り

ﾋﾞﾆﾙ巾木

ﾋﾞﾆﾙ巾木

ﾋﾞﾆﾙ巾木

－－

－－

－－

－－

－－

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼りW

LGS 化粧PBt=12.5張り

LGS 化粧PBt=12.5張り

LGS

LGS 化粧PBt=12.5張り

LGS 化粧PBt=12.5張り

PBt=12.5 EP塗り

PBt=12.5 EP塗り

PBt=12.5 EP塗り

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

PBt=12.5 EP塗り

2,400

2,400

3,000

3,000

2,400

2,400

3,000

2,400

2,700

2,700

2,700

2,150

2,700

2,700

2,700

－

－

－

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

畳t=55敷き、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

下足入れ

床の間、物入（中棚）、天袋

救助袋

〇

〇

〇

下足入れ

長押

床の間、長押

長押

長押

長押ｸﾛｽ貼りｸﾛｽ貼り

化粧PBt=12.5張り

PBt=12.5 EP塗り

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

－

木製

木製

木製

木製

木製

木製

茶道・前室

茶道・踏込

M EP塗りM EP塗り

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

縁甲板t=15張り

縁甲板t=15張り

縁甲板t=15張り

縁甲板t=15張り

縁甲板t=15張り

NON

 はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す

６階仕上表

LGS

LGS LGS

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

PBt=12.5 ｸﾛｽ貼りPBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

LGS LGS

LGS LGS

LGS LGS

LGS LGS

LGS LGS

LGS LGS

B-029

－

－

化粧PBt=12.5張り

2,400

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り
ｸﾛｽ貼りM

M,LGS

中棚

棚板

2,550

－ － ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC －－－ －

廊下

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

M ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼りの上、

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0貼り

RC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

RC ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ

ﾋﾞﾆﾙ巾木

－ －

H=75

H=75

ﾓﾙﾀﾙ押ｴ ﾓﾙﾀﾙ押ｴRC RC

M EP塗りEP塗りM

倉庫（6-2）

倉庫（6-3）

－－

－－－

－－

RC

RC

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

LGS PBt=12.5 ｸﾛｽ貼り

LGS 2,400

－

2,400

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0貼り

M EP塗りEP塗りM

塩ビ

塩ビ

有孔PBt=9.5 EP塗り

小会議室
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ〇

茶道室（4帖）

茶道室（押入）
W 雑巾ｽﾞﾘ － M

LGS

M

LGS

－ － 木製 LGS 2,400ｼﾅﾍﾞﾆﾔｔ-4ｼﾅﾍﾞﾆﾔt=5.5

合板t=12

PBt=12.5 じゅらく塗り PBt=12.5 じゅらく塗り

緞帳、ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ、階段

襖紙貼り H=350

解体工事（１）

〇 鏡、ｶｰﾃﾝ、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

流し台



基礎

H180

2680x480x110
1600x1100x150

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課

地階平面図

▽道路境界線

△敷地境界線
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900
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30
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HW20

HW20

消火設備室

U
P

UPUP

DS

DN

DN

U
P通路(4)

階段(3)

廊下(1)

通路(2)

階段(2)

EV

EV

駐車場

風除室

U
P

階段(1)

男子ロッカー室

女子ロッカー室

通路

通路

身障者用駐車場

DS

倉庫(B-1)

倉庫(B-2)

倉庫(B-4)

倉庫(B-3)

倉庫(B-5)

倉庫(B-8)

倉庫(B-9)

倉庫(B-6)

防球ネット

待合ホール

体育倉庫

前室

多機能便所

サークル連絡室(1)

倉庫(サークル連絡室用)

電気室

倉庫(B-7)
<ﾕﾉｯｸｽ置場>

倉庫(B-10)

階段(4)

女子シャワー室

女子便所

女子洗面

自家発電機室

男子シャワー室
男子洗面

機械室

<ｽﾛｰﾌﾟ下消火水槽>

車路

(身障者用)
ｼｬﾜｰｽﾍﾟｰｽ

●工事名 ●図面番号Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

1/200

男子便所

避難専用室 立上
100xH150

掲示板

掲示板
1200x1200

1200x1200

立上
165xH410 1

66
0

1320

2
85

0

掲示板

立上
600x600xH200

基礎

受水槽基礎

         ×3

基礎

基礎

基礎

基礎

基礎

H150

LGS

LGS

CPLｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW200

2900

33
7
0

基礎
H110

基礎

CPLｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW200

基礎

A

BB'

A'

C' C

基礎
3830x1100x60

基礎
2020x1100x60

H100
基礎

6
50

0

1460

H150
基礎

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
W200 

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

ｼｬｯﾀｰ

1700x1360x150

2280x1080x150

2280x1080x150

4800x1250x310

400x3450x520

3130x1040x180

3
00

0

4400

1600x790x160

8000x1760x260

基礎

2
2
00

1100

1450

基礎

H180

4600

3
0
50

17
5
0基礎

H200

基礎 500x500x150 ×4

基礎 450x300x170 ×4

1220x430x130

830x830x130

830x830x130

1220x430x130

凡例

補強壁W20を示す。HW20

鋼板巻立て補強箇所を示す。

地階平面図　1／200

案内板
W850xH2100

W-3900xH-1500

B-030

▽
道

路
境

界
線

▽
敷
地

境
界
線

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す。

▲

▲

▲

▲

展開
方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ベンチベンチ

ベンチ（別途工事）

ベンチ（別途工事）

ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ（別途工事）

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ

掲示板

W-2100xH-1000

掲示板

 W-1500xH-900

ｽﾁｰﾙ机W-3100xD-700xH-700

ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW-350

1000

1
7
50

1
60

0

2
75

0

用具庫

RC壁存置 RC壁存置 RC壁存置

RC壁存置

RC壁存置

RC壁存置

RC壁存置

周囲壁共

足場は本工事

（別途工事）
ｱｽﾍﾞｽﾄ含有塗材除去

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ

解体工事（１）

A” A’H G F E D C B A

3,000 3,000 1,5003,0003,0002,000 7,5007,5007,5007,500

4,5009,000 39,000 375375

G” F”

RC壁存置RC壁存置



1,50
0

ﾍﾞﾝﾁ：W2150xD500

ﾍﾞﾝﾁ：W2150xD500
W11700xD580

W750xD1100xH900

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

ﾌﾗｯｸﾞ用ﾎﾟｰﾙ×3
（2階ﾃﾗｽ）

有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計●工事名 ●図面番号

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759徳島県県土整備部営繕課

管理建築士　　　　　　　　板東　毅●図面名 ●縮尺

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

出入口(1)

ｽ
ﾛｰ

ﾌ
ﾟ

　
　　
　

U
P

DN
DN

DS

EV

EV

湯沸室
CH

DS

UP

DN

DN

出入口(2)
UP

DN

▽道路境界線

▽
道

路
境

界
線

DN

UP

階段(1)

階段(3)

階段(4)

階段(2)

D
N

DS

通用口

風除室

インドア運動場吹抜

ホール青団連室通路(2)

車路

観覧席

倉庫(1-1）

倉庫(1-2)

▽敷地境界線

多機能便所

ロビー

自販機コーナー

観覧スペース
インドア運動場

食品倉庫

サポータークラブ

キッチンスタジオ

県直営事業用
事務ｽﾍﾟｰｽ

キッズコーナー

エントランスホール

図書ｺｰﾅｰ

SPC用事務スペース

通路

駐輪場

前室

及びカフェ

倉庫(県)

保健室
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8

7

6
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4

3

2

1

6
,0

00
6
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00
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00
0
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0
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00

0
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0
4
,5

00

1
0,

50
0

2
2,

50
0

27
,3

00

3,
00

0
5,

00
0

1
,0

00

ホール 更衣室

厨房

警備室 防
災

盤

応接室

廊下(1)

廊下(2)

車椅子用
観覧ｽﾍﾟｰｽ

3,000 3,000 1,5003,0003,0002,000 7,5007,5007,5007,500

4,5009,000 39,000 500

1,600

A"H G' F' F E' D' D C' A'B

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 10,000 3,000 3,000

16,00035,000

看板

隣地ピロティ進入路

排水桝

水栓柱 量水器
警告灯

側溝（隣地側）

消火器ﾎﾞｯｸｽ

1200

48
5
0

総合受付

39
00

倉庫(SPC)

HW20

HV01 HV01

HW30

HW20

HW20

EXPJ

13
,9

25

3,250

4
,2

00
3
,6

50

2
1,

7
50

900 5,900

2,7004,000

1,
80

0

HW30

2,000

遮煙ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ

排水桝

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH-0.9ｍ

排水桝

都市ガス

排水桝

精算機 ｹﾞｰﾄ

発券機

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ撤去ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎：W-4900 D-800 H-150

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎：W-5100 D-800 H-150

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

隣地駐車場進入路

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ切ﾗｲﾝ

Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

１階平面図 1/200

地下ｵｲﾙﾀﾝｸ

男子便所

女子便所

休養室

懸垂幕枠

吊戸棚

流し台、ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ
吊戸棚

掲示板

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

600角ﾀｲﾙ

ﾐﾗｰ

A” A’G”H G F E D C B A

BB'

C' C

HV01 開口部 鉄骨ブレース

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄを示す。EXPJ

補強壁W30を示す。

HW20

HW30

補強壁W20を示す。

凡例

１階平面図　1／200

W4500xD170xH800

W4500xD600xH1100

W5100×D600

600

棚

総合案内版：ｱﾙﾐ板t-6

ﾐﾗｰ：W1500xH900

ﾐﾗｰ：W2300xH900

W600xH900

W3950xH2230

W3000xD300xH350W3000xD300xH350

W1800xH1000

W1800xH1200

案内板
W850xH2100

-10

-50

+1150

+50

-115

+40

+90

照明

+1310

B-031

排水桝

ｹﾞｰﾄ、発券機、精算機解体（基礎共）

排気筒

看板撤去（基礎共）

警告灯撤去（基礎共）

-90

ﾃｲｸｱｳﾄｶｳﾝﾀｰ

看板撤去（基礎共）

オブジェ移設（別途工事）基礎解体は本工事

電柱撤去
室外機×2

+35

+1210 +1020

+435

-120

±0

情報発信基地及び
県民ギャラリー

K-1受付ｶｳﾝﾀｰ

K-2ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ

K-3PCﾃﾞｨｽｸ

K-4吊戸棚

K-7ｶｳﾝﾀｰ家具

K-6洗面ｶｳﾝﾀｰ
▲

▲

▲

▲

展開
方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す。

K-4壁面ｶｳﾝﾀｰ

K-5ｷｯﾁﾝ ×4

電柱（別途工事）

ｽﾁｰﾙ門扉：W-3000

自動販売機×2（別途工事）

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ

自動販売機（別途工事）

ｶｯﾀｰ切
W≒

51,820

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ

W1500xD300xH350

植込みH-0.8ｍ撤去（別途工事）

低木H-2.0ｍ撤去（別途工事）

※外壁塗材

隠ぺい部に

　　つき注意

※外壁塗材

隠ぺい部に

　　つき注意

掲示板

掲
示

板
W1

8
00

x
H1

20
0

W2100xH1000

掲示板x2
W1000xH750

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W2100xH1000

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W1500xH900

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞx2
W1500xH900

徳島銀行 ATM

SUSﾌｰﾄﾞ撤去

SUSﾌｰﾄﾞ撤去

（別途工事）

（別途工事）

解体工事（１）

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ

掲示板
W1650xH900

W2500xD350xH600

ｱﾙﾐ手すりH1200

A'

A

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ

F”



有 限 会 社 　 佐 藤 建 築 企 画 設 計

徳島市幸町１丁目４３番地　　ＴＥＬ （088）625-1759

管理建築士　　　　　　　　板東　毅

１級建築士登録　　　　３３３７０４号

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県県土整備部営繕課
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ﾊﾞﾙｺﾆｰ

廊下

空調機械室

DN

DS

用具庫 用具庫

UP

DN

DS

CH

EV

EV

DN
UP

前室

小体育室

階段(4)

階段(1)階段(2)

階段(3)

体育室

通路(2) ホール

健康トレーニング室

機械室

廊下

卓球場(1)卓球場(2)

倉庫(2-2)

吹抜

テラス

空調機械置場
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9
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00

39,0009,000 4,500

7,500 7,500 7,500 7,5002,000 3,000 3,000 1,5003,0003,000

ABCDEFGH G” A’A”

倉庫(2-1)

倉庫(2-3)

倉庫(2-5)

倉庫
(2-4)

多機能便所

前室

液肥混入器

A"H G' F' F E' D' D C' A'B

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 10,000 3,000 3,000

16,00035,000

２階平面図

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

可動式

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

可動式

防
球

ネ
ッ

ト

男子便所

女子便所

女子ロッカー室男子ロッカー室

シャワー室 シャワー室
便所 便所

HW30

HW30
HV03 HV03

ﾌﾗｯｸﾞ用ﾎﾟｰﾙ×3

梯子：ｽﾁｰﾙ製

●工事名 ●図面番号Ｒ３営繕　青少年センター　徳・徳島　

1/200

案内板

はと小屋

ﾐﾗｰ

ｶｰﾃﾝ

ｶｰﾃﾝ

掲示板

H2100

4
8
20

3
85

0

1000

1730

1310

立上

鏡

ﾐﾗｰ ﾐﾗｰ

BB'

C' C

W1450xD800xH100

遮煙ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ

W850xH2100

W5400xH1500

ﾐﾗｰ：W1500xH900

ﾐﾗｰ：W2300xH900

W600xH900

     ×3     ×3

W1200xH1200

D100xH150

基礎

H150

基礎

２階平面図　1／200

凡例

補強壁W20を示す。

HW30

HW20

補強壁W30を示す。

EXPJ ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄを示す。

HV03 開口部 鉄骨ブレース

ﾐﾗｰ：W350xH500
W350xH500

ﾐﾗｰ：W350xH500
W350xH500

ｶｰﾃﾝ

ｶｰﾃﾝ

F”

B-032

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す。

▲

▲

▲

▲

展開
方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

防球ネット 防球ネット

※外壁塗材

隠ぺい部に

　　つき注意

折板屋根解体

解体工事（１）

手すりH1150

A'

A

防球ネット


